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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホストコンピュータと、利用者が使用するクライアントコンピュータとが接続された電
子取引システムにおいて、クライアントコンピュータのグラフィカルユーザインターフェ
スに複数の商品に関する情報を再配置して表示する表示方法であって、
　ホストコンピュータからの複数の商品についての市場情報であって、現時点での各商品
の最高ビッド価格を含む複数のビッド価格と、最低アスク価格を含む複数のアスク価格を
含む市場情報を、クライアントコンピュータで受けるステップ、
　クライアントコンピュータにおいて、プロセッサ処理により、複数の価格レベルを一方
向に並べた価格軸と、該価格軸における複数の価格レベルに対応する複数の位置とを含む
領域を商品毎に設け、複数の商品に対し複数の領域をグラフィカルユーザインターフェス
処理で表示するステップ、
　各領域において、複数の位置の中で、商品の最高ビッド価格に対応する第１の位置に第
１インジケータを表示すると共に、複数の位置の中で、商品の最低アスク価格に対応する
第２の位置に第２インジケータを表示し、その商品の最高ビッド価格又は最低アスク価格
が変わると第１及び第２インジケータは、価格軸に沿って移動するように表示されるステ
ップ、
　クライアントコンピュータにおいて、プロセッサ処理により、複数の領域をリンクする
ステップ、
　クライアントコンピュータにおいて、利用者の入力手段により、リンクされた複数の領
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域の一つを選択し、選択した領域に対し、再配置コマンド信号を生成するステップ、
　該再配置コマンド信号に応答して、選択した領域内における価格軸及びその領域内の第
１、第２インジケータを再配置し、該第１、第２インジケータを商品の最高ビッド価格ま
たは最低アスク価格に対応した新たな位置に移動させるステップ、
　該再配置コマンド信号に応答して、選択した領域とリンクされた領域内における価格軸
及びその領域内の第１、第２インジケータを再配置し、該第１、第２インジケータを商品
の最高ビッド価格または最低アスク価格に対応した新たな位置に移動させるステップ、
　を含む、表示方法。
【請求項２】
　更に、複数の領域とリンクされていない領域に対しては、上記再配置コマンド信号を受
けても再配置を行わないステップを含む、請求項１に記載の表示方法。
【請求項３】
　更に、上記複数の領域のそれぞれを、グラフィカルユーザインターフェス上の異なった
ウインドウに表示するステップを含む、請求項１に記載の表示方法。
【請求項４】
　更に、上記複数の領域の全てを、グラフィカルユーザインターフェス上の同じウインド
ウに表示するステップを含む、請求項１に記載の表示方法。
【請求項５】
　上記再配置コマンド信号は、利用者の入力手段により、手動で発令される再配置コマン
ド信号である、請求項１に記載の表示方法。
【請求項６】
　上記再配置コマンド信号は、クライアントコンピュータにおいて、自動的に発令される
再配置コマンド信号である、請求項１に記載の表示方法。
【請求項７】
　上記自動的に発令される再配置コマンド信号は、タイマーによりトリガされる、請求項
６に記載の表示方法。
【請求項８】
　上記自動的に発令される再配置コマンド信号は、最後に取引された価格を領域の中心に
配置する、請求項６に記載の表示方法。
【請求項９】
　上記自動的に発令される再配置コマンド信号は、最高ビット価格および最低アスク価格
が含まれる場内市場を領域の中心に配置する、請求項６に記載の表示方法。
【請求項１０】
　更に、再配置する再配置コマンド信号のトリガーを決定するために用いられる再配置オ
プションが選択の一つに含まれる、複数の再配置オプションから成るオプションメニュー
を表示するステップを含む、請求項１に記載の表示方法。
【請求項１１】
　更に、ユーザによる電子取引所での商品の買い又は売り注文を出したがまだ応じられて
いないことを示す注文作業中インジケータが複数の領域の一つに表示されるステップを含
み、ユーザ入力装置を用いた単一のアクションによって注文作業中インジケータが選ばれ
ると、電子メッセージが送られ、ユーザの注文が取り消しされる、請求項１に記載の表示
方法。
【請求項１２】
　上記単一のアクションは、ユーザ入力装置の単一クリックである、請求項１１に記載の
表示方法。
【請求項１３】
　上記単一のアクションは、ユーザ入力装置のダブルクリックである、請求項１１に記載
の表示方法。
【請求項１４】
　更に、ユーザの注文が、電子取引所において取り消された場合、領域から上記注文作業
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中インジケータが削除されるステップを含む、請求項１１に記載の表示方法。
【請求項１５】
　上記注文作業中インジケータは、ユーザによりエンターされた単一の注文を表す、請求
項１１に記載の表示方法。
【請求項１６】
　上記注文作業中インジケータは、ユーザによりエンターされた複数の注文を表す、請求
項１１に記載の表示方法。
【請求項１７】
　ホストコンピュータと、利用者が使用するクライアントコンピュータとが接続された電
子取引システムにおいて、クライアントコンピュータのグラフィカルユーザインターフェ
スに複数の商品に関する情報を再配置して表示する、コンピュータで実行可能な表示方法
であって、
　ホストコンピュータからの第１の商品についての市場情報であって、価格に対応する量
の市場情報を、クライアントコンピュータで受けるステップ、
　ホストコンピュータからの第２の商品についての市場情報であって、価格に対応する量
の市場情報を、クライアントコンピュータで受けるステップ、
　第１の時点で、クライアントコンピュータにおいて、プロセッサ処理により、第１の商
品について、第１の複数の価格レベルを一方向に並べた第１の静的な価格軸と、該第１の
静的な価格軸における第１の複数の価格レベルに対応する第１の複数の位置とを含む第１
の情報表示領域をグラフィカルユーザインターフェス処理で表示するステップ、
　第１の時点で、クライアントコンピュータにおいて、プロセッサ処理により、第２の商
品について、第２の複数の価格レベルを一方向に並べた第２の静的な価格軸と、該第２の
静的な価格軸における第２の複数の価格レベルに対応する第２の複数の位置とを含む第２
の情報表示領域をグラフィカルユーザインターフェス処理で表示するステップ、
　第１の情報表示領域の価格レベルに対応した位置に、価格レベル毎に第１の商品の量を
表す複数の第１のインジケータを電子的に表示するステップ、
　第２の情報表示領域の価格レベルに対応した位置に、価格レベル毎に第２の商品の量を
表す複数の第２のインジケータを電子的に表示するステップ、
　クライアントコンピュータにおいて、利用者の入力手段により、一つの商品を選択し、
選択した商品に対応する情報表示領域に対し、再配置コマンド信号を生成するステップ、
　第２の時点で、上記再配置コマンド信号に応答して、第１の静的な価格軸を電子的に再
配置し、複数の第１のインジケータを、第１の情報表示領域の新しい位置であって、第１
の静的な価格軸の価格レベルに対応する位置に移動すると共に、同第２の時点で、第２の
静的な価格軸を電子的に再配置し、複数の第２のインジケータを、第２の情報表示領域の
新しい位置であって、第２の静的な価格軸の価格レベルに対応する位置に移動するステッ
プ、
　を含む、表示方法。
【請求項１８】
　更に、再配置を行うため、第１、第２の情報表示領域をリンクするステップを含む、請
求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　更に、追加の商品に係る市場情報を受け、追加の静的な価格軸に対応する追加の商品に
ついての追加の情報表示領域を表示するステップを含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　更に、前記再配置コマンド信号に応答して追加の静的な価格軸を再配置し、追加の情報
表示領域を再配置するステップを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　第１の商品、第２の商品、追加の商品の組み合わせの中から選ばれた複数の商品を、再
配置を行う目的で、互いにリンクするステップを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
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　請求項１７に記載の方法を実行させるためのプログラムを記録した、コンピュータで読
み取り可能な記録媒体。
【請求項２３】
　上記再配置コマンド信号は、利用者の入力手段により、手動で発令される、請求項１７
に記載の表示方法。
【請求項２４】
　上記再配置コマンド信号は、クライアントコンピュータにより、自動的に発令される、
請求項１７に記載の表示方法。
【請求項２５】
　更に、上記第１、第２の静的な価格軸の少なくとも一部を表示するステップを含む、請
求項１７に記載の表示方法。
【請求項２６】
　上記第１の情報表示領域は、第１のウインドに表示され、上記第２の情報表示領域は、
第２のウインドに表示される、請求項１７に記載の表示方法。
【請求項２７】
　上記第１の情報表示領域は、第１のビッド表示領域と第１のアスク表示領域を含む一方
、上記第２の情報表示領域は、第２のビッド表示領域と第２のアスク表示領域を含む、請
求項１７に記載の表示方法。
【請求項２８】
　上記複数の第１のインジケータは、現在の市場における第１の商品の最高ビッド価格に
対する量を表す第１の最高ビッドインジケータと現在の市場における第１の商品の最低ア
スク価格に対する量を表す第１の最低アスクインジケータを有する、請求項２７に記載の
表示方法。
【請求項２９】
　上記複数の第２のインジケータは、現在の市場における第２の商品の最高ビッド価格に
対する量を表す第２の最高ビッドインジケータと現在の市場における第２の商品の最低ア
スク価格に対する量を表す第２の最低アスクインジケータを有する、請求項２８に記載の
表示方法。
【請求項３０】
　第１、第２の静的な価格軸を再配置するステップは、対応する商品の最高ビット価格お
よび最低アスク価格が含まれる場内市場が各情報表示領域の中央に表示されるように、各
静的な価格軸を動かすステップを含む、請求項２９に記載の表示方法。
【請求項３１】
　更に、
　各位置が第１の静的な価格軸に沿った価格に対応する、複数の位置を有する第１の最後
の取引表示領域を表示するステップ、
　各位置が第２の静的な価格軸に沿った価格に対応する、複数の位置を有する第2の最後
の取引表示領域を表示するステップ、
　を含む、請求項１７に記載の表示方法。
【請求項３２】
　更に、
　第１の商品について行った最後の取引を表す第１の最後の取引インジケータを、第１の
最後の取引表示領域のある位置に表示するステップ、
　第２の商品について行った最後の取引を表す第２の最後の取引インジケータを、第２の
最後の取引表示領域のある位置に表示するステップ、
　を含む、請求項３１に記載の表示方法。
【請求項３３】
　上記第１、第２の価格軸を再配置するステップは、対応する商品の最後の取引インジケ
ータは、情報表示領域の中央に表示されるように各静的な価格軸を移動する、請求項３２
に記載の表示方法。
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【請求項３４】
　更に、再配置を行う基礎として特定事項を選択するステップを含み、第１、第２の価格
軸を再配置するステップは、特定事項に関連する価格レベルが、第２の時点において、情
報表示領域の特定位置に対応するように第１、第２の価格軸を再配置するステップを有す
る、請求項１７に記載の表示方法。
【請求項３５】
　上記特定事項は、最高ビッド価格に関連する、請求項３４に記載の表示方法。
【請求項３６】
　上記特定事項は、最低アスク価格に関連する、請求項３４に記載の表示方法。
【請求項３７】
　上記特定事項は、最後に取引した価格に関連する、請求項３４に記載の表示方法。
【請求項３８】
　第２の時点においての、上記情報表示領域の特定位置は、情報表示領域の中央である、
請求項３４に記載の表示方法。
【請求項３９】
　上記第１の情報表示領域は、第１の静的な価格軸の一部に沿った複数の価格レベルに対
応する第１の複数の注文受付け用のエリアを有し、その第１の複数の注文受付け用のエリ
アのそれぞれは、第１商品に関する注文を送るコマンドを受け付けるエリアであり、
　上記第２の情報表示領域は、第２の静的な価格軸の一部に沿った複数の価格レベルに対
応する第２の複数の注文受付け用のエリアを有し、その第２の複数の注文受付け用のエリ
アのそれぞれは、第２商品に関する注文を送るコマンドを受け付けるエリアである、請求
項２７に記載の表示方法。
【請求項４０】
　上記複数の第１、第２の複数の注文受付け用のエリアのそれぞれは、ビッド注文を受け
付けるビッド用のエリアと、アスク注文を受け付けるアスク用のエリアを含む、請求項３
９に記載の表示方法。
【請求項４１】
　上記ビッド用のエリアは、ビッド表示領域と重なり合い、上記アスク用のエリアは、ア
スク表示領域と重なり合う、請求項４０に記載の表示方法。
【請求項４２】
　上記利用者の入力手段のアクションにより、上記ビッド用のエリアの特定エリアを選択
して電子取引所に商品の買い注文を送信する、請求項４０に記載の表示方法。
【請求項４３】
　上記利用者の入力手段のアクションにより、上記アスク用のエリアの特定エリアを選択
して電子取引所に商品の売り注文を送信する、請求項４０に記載の表示方法。
【請求項４４】
　ホストコンピュータと、利用者が使用するクライアントコンピュータとが接続された電
子取引システムにおいて、クライアントコンピュータのグラフィカルユーザインターフェ
スに複数の商品に関する情報を再配置する、コンピュータで実行可能な方法であって、
　ホストコンピュータからの複数の商品についての市場情報であって、複数の価格と、各
価格に対応する量の市場情報を、クライアントコンピュータで受けるステップ、
　第１の時点で、クライアントコンピュータにおいて、プロセッサ処理により、複数の価
格レベルを一方向に並べた静的な価格軸と、該静的な価格軸における複数の価格レベルに
対応する複数の位置とを含む情報表示領域を商品毎に設け、複数の商品に対し複数の情報
表示領域を、グラフィカルユーザインターフェス処理で表示するステップ、
　情報表示領域の価格レベルに対応した位置に、価格レベル毎に商品の量を表す複数のイ
ンジケータを電子的に表示するステップ、
　利用者の入力手段により、複数の商品の一つを選択し、クライアントコンピュータにお
いて、選択した商品の情報表示領域に対し、再配置コマンド信号を生成するステップ、
　上記再配置コマンド信号に応答して、第２の時点で、選択した商品の情報表示領域及び
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他の情報表示領域のそれぞれについて再配置がなされ、それにより各情報表示領域におけ
る静的な価格軸が電子的に再配置されると共に、各情報表示領域の複数の位置が静的な価
格軸の新しい位置に対応するように移動されるステップ、
　を含み、
　各情報表示領域における複数のインジケータも移動され、各インジケータが、静的な価
格軸の価格レベルに対応するように新しい位置に配置される、方法。
【請求項４５】
　請求項４４に記載の方法を実行させるためのプログラムを記録した、コンピュータで読
み取り可能な記録媒体。
【請求項４６】
　上記複数の情報表示領域のそれぞれは異なったウインドに表示される、請求項４４に記
載の方法。
【請求項４７】
　上記第１の商品に係る量は、第１の商品のビッド量である、請求項１７に記載の方法。
【請求項４８】
　上記第１の商品に係る量は、第１の商品のアスク量である、請求項１７に記載の方法。
【請求項４９】
　上記第２の商品に係る量は、第２の商品のビッド量である、請求項１７に記載の方法。
【請求項５０】
　上記第２の商品に係る量は、第２の商品のアスク量である、請求項１７に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２０００年１０月６日に出願された米国仮出願第６０／２３８，００１号の利
益を主張する、２００１年１０月５日に出願された米国特許出願第０９／９７１，０８７
号の一部継続出願である、２００２年４月１９日に出願された米国特許出願第１０／１２
５，８９４号「電子商取引のトレーディングツール」の継続出願である。米国特許出願第
１０／１２５，８９４号は、２０００年６月９日に出願された米国特許出願第０９／５９
０，６２０号および２０００年６月９日に出願された米国特許出願第０９／５８９，７５
１号の一部継続出願でもあり、その両方とも２０００年３月２日に出願された米国仮出願
第６０／１８６，３２２号の利点を主張する。米国特許出願第１０／１２５，８９４号は
、２００１年１０月１日に出願された米国特許出願第６０／３２５，５５３号の利益も主
張する。上記に参照した出願のそれぞれの全体的な内容は本願に参照して組み込まれる。
【０００２】
　本発明は電子商取引に関する。特に本発明は、量及び／又は価格で売買できるトレーデ
ィング製品のためのツールを目的としている。
【背景技術】
【０００３】
　世界中の多くの取引所が、程度の差はあれ株式、債券、先物、オプション、および他の
製品を売買するために電子商取引を活用している。これらの電子取引所は、メインフレー
ムコンピュータ（ホスト）、通信サーバ、および取引所参加者のコンピュータ（クライア
ント）という３つの構成要素を基盤としている。該ホストは完全にコンピュータ化された
電子商取引システムの電子的な中心である。システムの運用はオーダマッチング、オーダ
ブックと位置の維持、価格情報、およびオンライントレードの夜間バッチランだけではな
く日中のバッチランのためのデータベースの管理と更新も扱う。ホストは、ベンダシステ
ムおよび他の価格情報システムを引用するために連続オンラインコンタクトを維持する外
部インタフェースも備える。
【０００４】
　トレーダは、高速データライン、高速通信サーバまたはインターネットの少なくとも３
種類の構造を介してホストにリンクできる。高速データラインはクライアントとホスト間
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に直接的な接続を確立する。トレーダが物理的に位置する場所にある世界中の戦略的なア
クセスポイントで高速ネットワークまたは通信サーバを構成することによって、別の接続
を確立することもできる。データは、専用高速通信回線を経由してトレーダと取引所の間
の両方向で送信できる。大部分の取引所参加者は、起こり得る故障に備えた安全手段とし
て、取引所とクライアントサイトの間、または通信サーバとクライアントサイトの間に２
本の回線を設置する。取引所の内部コンピュータシステムも、多くの場合、システム可用
性を保護するための冗長な手段としてバックアップを取って設置される。第３の接続はイ
ンターネットを活用する。ここでは取引所とトレーダは、インターネットに接続された高
速データ回線を介してやりとりをする。これによりトレーダは、自分がインターネットへ
の接続を確立できるのであればどこにでも位置することができる。
【０００５】
　接続がどのようにして確立されるのかに関係なく、取引所参加者のコンピュータはトレ
ーダがマーケットに参加できるようにする。それらは、トレーダのデスクトップ上に特殊
化した対話型トレーディングスクリーンを作り出すソフトウェアを使用する。該トレーデ
ィングスクリーンはトレーダが注文を入力、実行し、マーケットの相場を入手し、位置を
監視できるようにする。トレーダが自分のスクリーンで使用できる機能の範囲と質は実行
されているソフトウェアアプリケーションに応じて変化する。取引所の電子戦略の作成に
おいてオープンインタフェースを設置するとは、ユーザが自分のトレーディングスタイル
と内部の要件に応じて、自分達が取引所にアクセスする手段を選ぶことができることを意
味する。
【０００６】
　世界の株式、債券、先物、オプション、および他の為替は、急速に価格が動く不安定な
製品である。これらのマーケットで儲けを出すためには、トレーダは迅速に反応すること
ができなければならない。最も速いソフトウェア、最高速通信、および最も精密な分析を
もった熟練トレーダが、トレーダ自身またはトレーダの会社の純利益を大きく改善できる
。動きの速いマーケットではわずかな速度の優位点が大きな収益を生み出す場合がある。
今日の証券マーケットでは、技術的に進んだインタフェースをもたないトレーダは競争面
で厳しく不利な立場にある。
【０００７】
　トレーダがマーケットで注文を入れるためにどのインタフェースを使用するのかに関係
なく、それぞれのマーケットはすべてのトレーダに同じ情報を与え、すべてのトレーダか
ら同じ情報を要求する。マーケットでの付け値と言い値がマーケットデータを構成し、取
引所がそれを提供するのであれば、取引にログオンしたすべての人がこの情報を受け取る
ことができる。同様に、すべての取引所は、それぞれの注文に一定の情報が含まれること
を要求する。例えば、トレーダは市況商品の名称、量、制限、価格および複数の他の変数
のような情報を供給しなければならない。注文情報のすべてがない場合、マーケットは注
文を受け入れないであろう。
【０００８】
　既存のシステムでは、注文の複数の要素は、注文がマーケットに送られる前に入力され
なければならず、トレーダにとっては時間がかかる。このような要素は市況商品の記号、
所望される価格、量、および売り注文が所望されているのか、買い注文が所望されている
のかを含む。トレーダが注文を入力するのにかかる時間が増えるほど、トレーダが買値を
付け、または付け値を付けることを望んだ価格は変更し、あるいはマーケットで入手でき
なくなる可能性が高い。多くのトレーダが同時にマーケットに注文を送ってくるため、マ
ーケットは流動的である。実際、成功しているマーケットは、注文を入力することを希望
するトレーダが、即時ではなくても、迅速にマッチを発見し、注文に応じてもらうほど大
量な取引を有するために努力している。このような流動的なマーケットでは、市況商品の
価格は急激に変動する。トレーディングスクリーンでは、これがマーケットグリッドの中
の価格フィールドと量フィールドでの急激な変化を生じさせる。トレーダがある特定の価
格で注文を入力することを意図するが、マーケットの価格がトレーダが注文を入力する前
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に動いてしまったために価格を見逃すと、トレーダは数百ドル、数千ドル、または数百万
ドルも失う可能性がある。トレーダが速く売買できるほど、トレーダがトレーダの価格を
見逃す可能性は低くなり、トレーダが金を儲ける可能性は高くなる。
【０００９】
　電子商取引の到来を受けて、多数の人がいつでもマーケットに参加するためにアクセス
するのがさらに容易になった。このような潜在的なトレーダの数の増加が、より競争的な
マーケット、さらに大きな流動性、急激に変化する価格および他の変化を含む、他の変化
に繋がっている。これらの変化がもたらす複雑さのために、最も正確で計算された取引を
最も効率的な方法で可能にするシステムを有することがますます重要になってきている。
したがって、電子商取引システムが、トレーダが電子市場に適応するのを支援し、トレー
ダが所望の価格で取引を行うのに役立つツールを提供することが望ましい。
【発明の概要】
【００１０】
　好適実施形態は、グラフィックユーザインタフェース内でのマーケット情報の自動的な
再配置のためのシステムおよび方法に関する。
【００１１】
　第１の態様に従い、市況商品に関する情報をグラフィックユーザインタフェース上で自
動的に配置するための方法が提供される。該方法は、電子取引所から市況商品に関係する
マーケット情報を受け取ることを含む。マーケット情報は、価格に関連する興味のある多
くの項目を含んでよい。該方法は、それぞれの場所が静的な価格軸の少なくとも一部に沿
ってある価格レベルに一致するように配列される、多くの場所を有する情報表示領域を表
示する。該方法は、第１の時刻に多くのインジケータも表示する。各インジケータは興味
のある項目に関連付けられ、各インジケータは情報表示領域内の場所の１つに表示される
。該方法は、さらに、情報表示領域の場所の数が第２の時刻に静的な価格軸の別の部分に
一致するように、所定の条件の検出時に静的な価格軸を自動的に再配置することを含む。
このようにして、インジケータはそのインジケータに関連付けられる静的な価格軸上の価
格レベルに一致する、情報表示領域内の新しい場所に移動される。
【００１２】
　第２の態様に従って、市況商品に関するマーケット情報をグラフィックユーザインタフ
ェース上で自動的に再配置するための方法が提供され、該方法はトレーディングインタフ
ェースの静的なスケールに関してマーケット情報を含む興味のある複数の項目を表示する
ことを含む。興味のある複数の項目から少なくとも１つの興味のある項目が、複数の興味
がある項目を自動的に配置するための根拠として識別される。トレーディングインタフェ
ース上での表示は、マーケット情報が変化するにつれて更新され、複数の興味のある項目
の１つまたは複数を、静的なスケールに関して移動させる。次に、該方法は識別された興
味のある項目に応答して複数の興味のある項目を自動的に再配置する。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　添付図面に関して説明されるように、多様な好適実施形態に応じたトレーディングツー
ルが、とりわけ高速且つ正確な注文の入力を容易にするために提供される。トレーディン
グツールのいくつかは、静的な価格スケールつまり軸に関連して表示される、運用注文量
及び／又は付け値と言い値の量または他のマーケット情報を示すトレーディング表示と特
にうまく連動する。このようなトレーディング表示の例が図３から図５に描かれている。
これに関連して、静的が不動を意味するのではなく、むしろ関係において固定されている
ことを意味することが理解されるべきである。例えば、静的価格尺度目盛りを用いると、
尺度目盛り自体は可動であってよいが、表されている価格は後述されるような連結または
拡大を条件として、互いに関して固定されたままである。代わりにさまざまなトレーディ
ング表示を生成するトレーディングアプリケーションが使用されてよい。
【００１４】
　好適実施形態においては、本明細書に説明されている１つまたは複数のトレーディング
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ツールがコンピュータまたは電子端末で実現される。コンピュータは、マーケット、市況
商品またはトレーディング注文の情報を送受するために１つまたは複数の取引所と（中間
装置を使用して）直接的または間接的のどちらかで通信することができる。コンピュータ
または端末はトレーダと対話し、取引所に送信される売買注文のコンテンツと特性を作成
することができる。トレーディングアプリケーションにより、トレーダはマーケットデー
タを表示し、売買注文の入力と取り消しを行い、及び／又は注文を表示することができる
。本発明の範囲は使用される端末または装置の種類により限定されず、任意の特定のタイ
プのトレーディングアプリケーションに限定されない。むしろ、トレーディングツールは
、本明細書に説明される機能を実行するための処理能力を備えた既存のあるいは将来の任
意の端末または装置で実現されてよい。
【００１５】
　本明細書にて使用されるように、単語「市況商品」は、取引の対象である事柄を指すに
すぎない。それは量及び／又は価格で取引できるどんなものも含む。このような対象の例
は、例えば、ファンド、デリバティブ、および前記の組み合わせだけではなく、株式、オ
プション、債券、先物、通貨およびワラント等のあらゆる種類の売買される金融商品を含
むが、これらに限定されるものではない。市況商品は、売買のために取引所によって一覧
表示される対象などの「本物」、あるいはユーザによって作成される本物の商品の組み合
わせなどの「合成」のどちらかであってよい。
【００１６】
　さらに、明細書は、入力および端末表示との対話のためのユーザの単一のアクションの
一例として、マウスのシングルクリックを指すことがある。最短時間量で処置を講じるこ
とが可能となるために、トレーディングアプリケーションの好適実施形態は、アップクリ
ックを待つのではなく、マウスボタンを押すと反応する。これは対話の好ましいモードを
説明することもあるが、本発明の範囲は入力装置としてのマウスの使用、あるいはユーザ
の単一のアクションとしてのマウスボタンのクリックに限定されない。むしろユーザによ
る任意のアクションは、マウスボタンあるいはキーボード、ジョイスティックまたはタッ
チスクリーンなどの他の入力装置の１回または複数回のクリックを備えるかどうかに関係
なく、ユーザの単一のアクションと考えられてよい。
【００１７】
　電子商取引システムは、単一または複数の取引所におけるトレーディングを同時に可能
にするように構成されてよい。例えば、このようなシステムの接続は図１に描かれている
。この説明図は、ゲートウェイ１０７から１０９にルート１０４から１０６を通して接続
される複数のホスト取引所１０１から１０３を示す。次に、トレーディングステーション
として使用するための複数のクライアント端末１１０から１１６が、ゲートウェイ１０７
から１０９へのそれらの接続を通して複数の取引所で売買を行うことができる。好適実施
形態のトレーディングツールが特定のネットワークアーキテクチャに限定されるのではな
く、むしろ電子商取引のために使用できる任意のネットワークのワークステーションまた
は他のクライアントデバイスでのユーティリティとともに適用されてよいことに留意する
必要がある。
【００１８】
　電子商取引システムが複数の取引所からデータを受信するように構成されるとき、それ
ぞれの取引所からのデータを、グラフィックユーザインタフェースを使用して表示できる
フォーマットに変換することが好ましい。図１に図示される例の場合、アプリケーション
プログラムインタフェース（図１に描かれているような「ＴＴ　ＡＰＩ」）が、異なる取
引所からの入信データのフォーマットを共通のデータフォーマットに変換する。好適実施
形態のこの変換機能は、例えばゲートウェイサーバに、個々のワークステーションに、あ
るいはその両方になど、ネットワーク内のどこにでも配置されてよい。さらに、ゲートウ
ェイサーバ、クライアントワークステーション、及び／又は他の外部記憶装置での記憶要
素は、マーケットにおけるユーザのアクティブな注文、すなわち応じられてもいないし、
取り消されてもいないそれらの注文を一覧表示するオーダブックなどの履歴データをキャ
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ッシュに入れ、バッファに入れ、または記憶してよい。さまざまな取引所からの情報はク
ライアントワークステーションの１つのまたは複数のウィンドウに表示できる。したがっ
て、明細書の残りの部分を通して、トレーディング端末が接続される単一の取引所が参照
される一方で、本発明の範囲は本明細書に記載されるトレーディング方法に従って、単一
のトレーディング端末を使用して複数の取引所で売買を行う能力を含む。
【００１９】
　図１に図示されているもののようなシステムでユーザが売買できるようにする市販のト
レーディングアプリケーションは、イリノイ州シカゴ（Ｃｈｉｃａｇｏ、Ｉｌｌｉｎｏｉ
ｓ）のトレーディングテクノロジーズインターナショナル社（Ｔｒａｄｉｎｇ　Ｔｅｃｈ
ｎｏｌｏｇｉｅｓ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｃ．）のＸ＿ＴＲＡＤＥＲ（登録
商標）である。Ｘ＿ＴＲＡＤＥＲ（登録商標）は、運用注文量及び／又は付け値と言い値
の量が静的価格尺度目盛りに関連して表示されるＭＤ＿ＴＲＡＤＥＲ（商標）と呼ばれる
電子商取引インタフェースも提供する。しかしながら、好適実施形態は、変換機能、記憶
機能及び／又は表示機能を実行する特定の製品に限定されない。
【００２０】
　複数の好適実施形態は「マーケットの深さ（ｍａｒｋｅｔ　ｄｅｐｔｈ）」の表示を含
み、及び／又はユーザが、市況商品のマーケットの深さを表示し、コンピュータのマウス
ボタンのクリックなど単一の入力で注文を入力できるようにする。本明細書にて使用され
るようにマーケットの深さは、現在の買い注文と売り注文の量およびそれらの関連する価
格を含む、使用可能なオーダブックによって表される。言い換えると、以下に注記される
限度を条件に、マーケットの深さは、「場内市場」に加えて特定の価格で入力される、そ
れぞれ使用可能な未済買い注文の量および売り注文の量である。売買されている市況商品
の場合、場内市場は最高の付け値であり、最低の言い値である。マーケットの深さを含む
表示に関係する実施形態について、図２と図３に示されるようなインタフェースが例示的
である。マーケット深さを表示できる他のトレーディングアプリケーションは、特に断り
のない限り適切な代替策である。さらに、好適実施形態は、マーケットの深さを表示する
電子商取引アプリケーションに限定されず、任意の電子商取引アプリケーションとともに
活用できる。
【００２１】
　一般的に、取引所は価格、注文および充填（ｆｉｌｌ）情報をゲートウェイ１０７から
１０９に送信する。Ｘ＿ＴＲＡＤＥＲ（登録商標）などのトレーディングアプリケーショ
ンはこの情報を処理し、理論的なグリッドプログラムまたはデータを画面にマッピングす
るための他の同程度のマッピング技法の位置にそれをマッピングする。クライアントデバ
イス１１０から１１６のようなクライアントデバイス上での表示のための、このような情
報の画面グリッドに対する物理的なマッピングは当業者に既知である任意の技法により実
行されてよい。本発明は画面表示にデータをマッピングするために使用される方法によっ
て限定されない。
【００２２】
　システムのマーケットの深さを完全に表示する能力は、通常、マーケットの深さのどの
程度を取引所が提供しているのかに左右される。例えば、無限のマーケットの深さを供給
する取引所もあれば、まったくマーケットの深さを提供しないか、あるいは場内市場から
離れてほんの少しの注文だけしか提供しない取引所もある。ユーザは、好ましくは、トレ
ーダの画面に表示するマーケットの深さをどれほどにするのかも選ぶことができる。例え
ば、ユーザは場内市場から所定数のティックの範囲内でマーケットの深さが表示されるの
を望んでいるにすぎない場合がある。
【００２３】
　図２は、前記に組み込まれた同時係属米国特許出願第０９／５８９，７５１号に記載さ
れた電子商取引インタフェースを描いている。この表示およびシステムは、本発明の１つ
または複数の態様を組み込んでよい、ある種類のトレーディングシステムの一例にすぎな
い。表示は、売買されている任意の市況商品の場内市場とマーケットの深さを示している
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。１行目は、最良の（最高の）付け値と量、および最良の（最低の）言い値と量である、
売買されている市況商品の場内市場を示している。２行目から５行目は、売買されている
市況商品の「マーケットの深さ」を表している。１つの好適実施形態では、マーケットの
深さ（２行目から５行目）の表示は、列２０３で入手可能な二番目に最良の付け値、およ
び２０４で言い値を示している。各価格レベルの運用付け値量と言い値量もそれぞれ列２
０２と２０５に表示されている（場内市場―１行目）。場内市場とマーケットの深さの価
格と量は、このような情報がマーケットから中継されるにつれてリアルタイムで動的に更
新する。
【００２４】
　図２に示されている画面表示では、売買されている市況商品（契約）は文字列「ＣＤＨ
０」によって１行目に表されている。深さの列２０１はさまざまな色を表示してトレーダ
にステータスを知らせる。黄色は、プログラムアプリケーションがデータを待機中である
ことを示す。赤は、マーケットの深さがサーバからデータを受信できずに「時間切れとな
った」ことを示す。緑は、データがちょうど更新されたことを示す。この図および他のす
べての図中の他の列の見出しは以下のように定められる。列２０２のＢｉｄＱｔｙ（付け
値量）：各運用付け値の量、列２０３のＢｉｄＰｒｃ（付け値価格）：各運用付け値の価
格、列２０４のＡｓｋＰｒｃ（言い値）：各運用言い値、列２０５のＡｓｋＱｔｙ（言い
値量）：各運用言い値の量、列２０６のＬａｓｔＰｒｃ（前回価格）：マーケットで一致
した前回付け値および言い値の価格、ならびに列２０７のＬａｓｔＱｔｙ（前回量）：前
回価格で売買された量。列２０８のＴｏｔａｌは所与の市況商品の総売買量を表している
。
【００２５】
　画面表示自体の構成が、多くの既存のシステムよりさらに便利且つ効率的な方法でユー
ザに知らせる。トレーダはマーケットの注文の動向を確かめることができるためマーケッ
トの深さを見ることによりうまみを得る。マーケットの深さ表示は、トレーダに、さまざ
まな価格レベルでマーケットが所与の市況商品に対して有する利害を示す。
【００２６】
　該好適実施形態とともに使用されてよい別の種類の表示システムおよび関係するトレー
ディング方法は、２０００年６月９日に出願された米国出願第０９／５９０，６９２号に
詳しく記載されている。この方法は、マーケットの深さや運用注文などの情報を、静的な
価格の軸つまりスケールに関連して表示することにより高速且つ正確な売買の実行を確実
にする。この種の表示システムを使用する１つの実施形態は、市場価格が変動するのに伴
い論理的に平面を上下に変動するマーケットの深さを縦平面に表示する。本発明は特定の
表示に限定されない―情報は水平面、ｎ次元、または任意の他の様式で表示できるであろ
う。これによりトレーダは、迅速且つ効率的に売買することができる。このような表示の
例は図３の画面表示に描かれている。
【００２７】
　変化する価格レベルが取引されている（つまり、マーケットに入る買い注文と売り注文
は異なる価格でマッチングされている）動きの速いマーケットでは、トレーダが迅速に注
文を入力し、マーケット情報を迅速に表示・分析できることが有益である。図３に描かれ
ている種類の表示によって、トレーダは、好適実施形態では静的な列として表示される静
的価格レベルの隣をクリックして特定の価格レベルで迅速に注文を入力し、運用注文など
の情報を迅速且つ容易に確かめることができる。静的な価格は、本発明を逸脱することな
く、行、任意の角度、またはｎ次元を含む任意の事柄で表示できる。また、特定の色を使
用して、または他の方法を使用して、特定の価格を表すスケールまたは軸に沿って互いに
関連してマーケットの深さレベル、運用注文、または他の情報だけを表示する代わりに、
静的価格値を表示しないことも可能である。
【００２８】
　図３に図示される表示は、１つの簡略なウィンドウの中に、発注システム、マーケット
グリッド、充填ウィンドウおよびマーケット注文の要約を提供する。このような凝縮され
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た表示は、効率的に売買を入力・追跡調査することによりトレーディングシステムを簡略
化する。このシステムはマーケットの深さを、論理的な垂直状に、または水平に、または
他の便利な角度もしくは形状にて示す。便宜上、縦のフィールドが図に示され、説明され
ているが、該フィールドは水平または斜めに、またはｎ次元とすることもできるであろう
。該システムは、さらに売買の速度を加速し、所望される量で所望される価格にて注文を
入力する尤度も高める。本発明の好適実施形態では、表示は、価格の静的な縦の列であり
、付け値と言い値の量は該価格列の脇の縦の列に表示され、対応する付け値と言い値と整
列している。
【００２９】
　買い注文の量はＢｉｄＱと呼ばれる列３００に、売り注文の量はＡｓｋＱと呼ばれる列
３０２にある。所与の市況商品の代表的な価格が列３０４に示され、価格は静的であり「
ティック」単位の増分であり、ティックは市況商品ごとに取引所によって設定される価格
値の最小変更である。価格はティックとして、ティックの倍数として、または任意の他の
様式で表示できる。図３に図示される実施形態では、列は価格全体（例えば９５．８９）
を表示するのではなく、むしろ下２桁（例えば８９）だけを表示する。必須価格情報がユ
ーザに伝えられる限り、代わりに他の価格表示仕様が使用されてよい。図示されている例
では、場内市場のセル３０６は８９（最良の付け値）で１８（最良の買い注文量）で、９
０（最良の言い値）で２０（最良の売り注文量）である。本発明の好適実施形態では、こ
れら３つの列３００、３０２および３０４は、トレーダがそれらを迅速に区別できるよう
に違う色で示されている。
【００３０】
　価格の列の値は静的である。つまり、それらは、再センタリングコマンドが受け取られ
ない限り通常、位置を変えない（詳しく後述される）。しかしながら、付け値列と言い値
列３００と３０２は動的である。つまり、それらは所与の市況商品のマーケットの深さを
反映するために（縦の例では）上下に動く。ＬＴＱ列３０８は、市況商品の前回売買量を
示す。価格値に関する量の値の相対的な位置が、その量が売買された価格を反映する。Ｅ
／Ｗ（実行済み／運用）と呼ばれる列３１０は、トレーダの注文の現状を表示する。各注
文のステータスは、それが入力された価格行に表示されている。例えば、セル３１２では
、Ｓの隣の数が、該特定の行の価格で売られたトレーダの注文したロットの数を示してい
る。Ｗの隣の数は、マーケットにある注文したが応じられていないトレーダの注文したロ
ットの数を示している―つまり、システムは注文に応じるのに取り組んでいる。この列の
空白は、その価格で注文が入力されていないか、あるいは機能していないことを示す。セ
ル３１４では、Ｂの隣の数が該特定の行の価格で買われたトレーダの注文したロットの数
を示す。Ｗの隣の数は、マーケットにあるが応じられていないトレーダの注文したロット
の数を示している―つまり、システムは注文に応じるのに取り組んでいる。
【００３１】
　多様なパラメータが設定され、情報が列３１６に提供される。例えば、セル３１８の「
１０：４８：４４」は実際の時刻を示している。セル３２０のＬフィールドとＲフィール
ドは量の値を示し、入力された注文量に追加してよい。このプロセスはこのシステムの下
での取引に関して後述される。セル３２２のＬフィールドとＲフィールドの下には、現在
のマーケットの出来高を表す数が表示される。これは、選ばれた市況商品について売買さ
れたロット数である。セル３２４の「Ｘ１０」は正味量、つまり選ばれた市況商品におけ
るトレーダの現在位置を表示する。数「１０」はトレーダの購入から購買を差し引いたも
のを示す。セル３２６は「現在量」である。このフィールドはトレーダがマーケットに送
る次の注文の量を表している。これは、右クリックと左クリック（上と下）で、あるいは
セル３２８の現在量の下に表示されるボタンをクリックすることで調整できる。これらの
ボタンは、示される量で現在量を増加する。例えば、それは「１０」で１０増加し、「１
Ｈ」で１００増加し、「１Ｋ」で１０００増加する。セル３３０はクリアボタンである。
このボタンをクリックすると現在量のフィールドはクリアされる。セル３３２は量説明で
ある。これは、トレーダが３つの量の説明から選ぶことができるようにするプルダウンメ
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ニューである。ある実施形態においては、該プルダウンメニューはウィンドウの矢印ボタ
ンがクリックされると表示される。ウィンドウには、ＮｅｔＰｏｓ（ネット位置）、Ｏｆ
ｆｓｅｔ（オフセット）、およびトレーダが数を入力できるようにするフィールドが含ま
れる。このフィールドに数を入力すると、デフォルトの購入量または販売量が設定される
。このフィールドで「Ｏｆｆｓｅｔ（オフセット）」を選ぶと、セル３２０のＬ／Ｒボタ
ンが有効になる。このフィールドで「ＮｅｔＰｏｓ（ネット位置）」を選ぶと現在の正味
量（トレーダのネット位置）がそのトレーダの次の売買量として設定される。セル３３４
は＋／－ボタンである。これらのボタンは画面サイズを変える―さらに大きくする（＋）
またはさらに小さくする（－）のどちらかである。セル３３６はネット０を呼び出すため
に使用される。このボタンをクリックすると、ネット量（セル３３２）がゼロにリセット
される。セル３３８は正味実数（Ｎｅｔ　Ｒｅａｌ）を呼び出すために使用される。この
ボタンをクリックすると、正味量（セル３２２）がその実際の位置にリセットされる。好
適実施形態が、これらの特定のボタンを表示するトレーディングアプリケーションに限定
されないことが理解されるべきである。好ましくは、表示されているボタン、およびそれ
らのボタンで設定される量などのパラメータは、ユーザによってカスタマイズ可能または
選択可能である。
【００３２】
　場内市場およびマーケットの深さは、マーケットの価格が上昇・下降するにつれて上下
する。例えば、図４は、図３のマーケットと同じマーケットを表示する画面であるが、セ
ル４００の場内市場が３ティック上昇している後の間隔である。ここでは、市況商品の場
内市場は９２（最良の付け値）で４３（最良の買い注文量）であり、９３（最良の言い値
）で６３（最良の売り注文量）である。図３と図４を比較すると、価格列が静的のままで
あったが、対応する付け値と言い値は価格列で上昇していた。
【００３３】
　マーケットが価格列を上昇または下降するにつれて、場内市場、運用注文、前回売買価
格及び／又は量、あるいは興味がある可能性がある他の項目は、トレーダの画面で表示さ
れる価格列を上下する。通常、トレーダは将来の売買を評価するために場内市場を確かめ
ることができることを希望する。該システムはこの問題に位置決め機能で対処する。図３
の「正味実数」ボタンの下のグレイゾーン３２４の中の任意の点をシングルクリックする
と、システムはトレーダの画面で場内市場を再配置する。代替策として、位置決め機能は
、表示の任意の領域内でクリックすることでトリガされるようにプログラムされてよい。
また、スリーボタンマウスを使用するときには、真中のマウスボタンをクリックすると、
マウスポインタの場所に関係なく、場内市場はトレーダ画面上で再配置されるであろう。
あるいは、前記に注記されたように、表示は、場内市場の脇の他の興味がある項目に基づ
いて再配置されてよい。
【００３４】
　水平様式または他の様式で同じ情報および機能を表示し、有効にすることができる。ち
ょうどマーケットが図３と図４に図示されるこの好適実施形態で縦のスケールを上昇・下
降するように、マーケットは水平の表示で左右に動く。データの動的表示から収集される
同じデータと同じ情報が提供される。データを動的に表示するために他の向きが使用され
、このような向きが本発明の範囲内になるように意図されることが想定されている。
【００３５】
　図３と図４に図示されるような表示の実施形態の特殊な機能は、本発明とともに使用で
きる画面表示の１つの実施形態の典型である。ただし、本発明は決してこれらの機能の各
々を活用する画面表示に限定されない。
【００３６】
　売買注文を行う
　次に市況商品を売買する、具体的には図３に示される種類の代表的な表示を使用して売
買注文を発注することが説明される。該表示および取引方法を使用して、トレーダは最初
に所望される市況商品、および該当する場合はデフォルトの量を指定する。次にトレーダ
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は、例えば右マウスボタンまたは左マウスボタンのクリックでアイコンを配置し、アクシ
ョンを表示することにより売買できる。用語「クリック」は「半クリック」、つまりユー
ザ及び／又はシステム設計者の要件または好みに応じたアクションに対するボタンを押す
イベントを指してよい。
【００３７】
　売買注文を作成し、該売買注文と関連付けられる量と価格を決定するために、この例示
的なシステムによって以下の式が使用される。以下の省略形はこれらの公式で使用される
。つまり、Ｐ＝クリックされた行の（ティック単位の）価格値、Ｒ＝Ｒフィールドの値、
Ｌ＝Ｌフィールドの値、Ｑ＝現在量、Ｑａ＝Ｐに等しい、またはＰよりよい価格でのＡｓ
ｋＱ列のすべての量の合計、Ｑｂ＝Ｐに等しい、またはＰよりよい価格でのＢｉｄＱ列の
すべての量の合計、Ｎ＝現在のネット位置、Ｂｏ＝マーケットに送られる買い注文、およ
びＳｏ＝マーケットに送信される売り注文。
【００３８】
　右マウスボタンを使用して入力される注文
ＢｉｄＱフィールドがクリックされる場合　Ｂｏ＝（Ｑａ＋Ｒ）Ｐ（式１）
ＡｓｋＱフィールドがクリックされる場合　Ｓｏ＝（Ｑｂ＋Ｒ）Ｐ（式２）
　左マウスボタンを使用して入力される注文
　量説明フィールドで「Ｏｆｆｓｅｔ（オフセット）」モードが選ばれる場合には、
ＢｉｄＱフィールドがクリックされる場合　Ｂｏ＝（Ｑａ＋Ｌ）Ｐ（式３）
ＡｓｋＱフィールドがクリックされる場合　Ｓｏ＝（Ｑｂ＋Ｌ）Ｐ（式４）
　量説明フィールドで「数」モードが選択される場合には、
Ｂｏ＝ＱＰ（式５）
Ｓｏ＝ＱＰ（式６）
　量説明フィールドで「ＮｅｔＰｏｓ（ネット位置）」が選択される場合には、
Ｂｏ＝ＮＰ（式７）
Ｓｏ＝ＮＰ（式８）
　また、注文は、マーケットで入手可能な量に応じて変化する量、トレーダによって事前
に設定される量、およびトレーダがどのマウスボタンをクリックするのかについてマーケ
ットに送信できる。この機能を使用して、トレーダは、１回のクリックで選ばれる価格で
、あるいは１回のクリックで選ばれる値よりうまく、マーケット内の付け値または言い値
のすべてを買い、または売ることができる。また、トレーダはマーケットの未決量から事
前に設定された量を加算する、または差し引くこともできるであろう。トレーダがトレー
ディングセル―つまり、ＢｉｄＱ列またはＡｓｋＱ列の中でクリックすると、トレーダは
マーケットに注文を入力する。注文のパラメータは、トレーダがどのマウスボタンをクリ
ックするのか、およびトレーダがどのような事前設定値を設定したのかに依存する。
【００３９】
　図５からの画面表示または表示を使用し、該表示および取引方法を使用する売買の発注
が例を使用してここに説明される。ＢｉｄＱ列５００の中の１８を左クリックすると、８
９（Ｐｒｃ（価格）列５０４の対応する価格）という価格で市況商品の１７ロット（量説
明プルダウンメニューセル５０２で選ばれる量＃）を購入するという注文がマーケットに
送信される。同様に、ＡｓｋＱ列５０６の２０を左クリックすると、列５０６が価格９０
で１７ロットを販売するという注文がマーケットに送信される。
【００４０】
　例えば、右マウスボタンを使用すると、注文は、Ｒフィールド５０８内の量が加えられ
たその行の価格に等しい、またはそれよリ優れた、マーケットの総注文量についてクリッ
クされる行に相当する価格でマーケットに送信されるであろう。したがって、８７価格行
のＡｓｋＱ列５０６内で右クリックすると、８７という価格で、および１５０という量で
マーケットに売り注文が送信され、この場合１５０は量３０、９７、１８および５のすべ
ての合計である。量３０、９７および１８は、トレーダの８７という売り注文価格を満た
す、または改善するであろうマーケットの量のすべてである。この列はそれぞれの対応す
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る価格で市況商品を購入するためのマーケットの未決の注文を表すため、これらの量はＢ
ｉｄＱ列５００に表示される。量５はＲフィールド５０８で事前に設定される量である。
【００４１】
　同様に、８７という同じ価格レベルにあるＢｉｄＱ列５００を右クリックすると、８７
という価格で５という量の買い制限注文がマーケットに送られるであろう。該量は前記と
同じ方法で決定される。ただし、この例では、マーケットに選ばれた価格に等しい、また
は選ばれた価格を改善する注文はない―ＡｓｋＱ列５０６に、この価格に等しい、または
この価格を改善する量はない。したがって、等しい量またはさらによい量の合計はゼロ（
「０」）である。トレーダにより入力される総注文は、Ｒフィールド５０８の値となり、
５である。
【００４２】
　例えば、左マウスボタンおよび量説明フィールド５０２で選ばれる「Ｏｆｆｓｅｔ（オ
フセット）」オプションで入力される注文は、前記と同じ様に計算されるが、Ｒフィール
ド５０８の量の代わりにＬフィールド５１０の量が加算される。したがって、９２価格行
でＢｉｄＱ列５００を左クリックすると、９２という価格および９６という量でマーケッ
トに買い注文が送信される。量９６は、量４５、２８、２０および３のすべての合計であ
る。４５、２８、および２０は、９２というトレーダの買い注文価格を満たす、または改
善するであろうマーケットのすべての量である。この列はそれぞれの対応する価格で市況
商品を売るためのマーケットでの未決注文を表すため、これらの量はＡｓｋＱ列５０６に
表示される。
【００４３】
　ＬフィールドまたはＲフィールド５１０，５０８の値は負の数でよい。これは、事実上
、マーケットに送信される総量を減少させるであろう。言い換えると、８７価格行のＡｓ
ｋＱ列５０６を右クリックする例では、Ｒフィールド５０８が－５であると、マーケット
に送られる総量は１４０（３０＋９７＋１８＋（－５））となるであろう。
【００４４】
　トレーダが量説明フィールド５０２で「ＮｅｔＰｏｓ（ネット位置）」オプションを選
んだ場合は、例えば前述したように右クリックが依然として作用する。例えば、左クリッ
クすると、クリックされた価格行に一致する価格、およびトレーダの現在のネット位置に
等しい量で注文が入力される。トレーダのネット位置は、選ばれた市況商品でのトレーダ
の現在地である。言い換えると、トレーダが、トレーダが販売したより１０個多く市況商
品を購入した場合、この値は１０となるであろう。ＮｅｔＰｏｓは右クリックで送信され
る注文の量に影響を及ぼさないであろう。
【００４５】
　トレーダが量説明で数値を選択すると、左クリックでトレーダによって選ばれた現在量
についてマーケットに注文が送信されるであろう。現在量のデフォルト値は量説明フィー
ルドに入力される数であるが、それは現在量フィールド５０２の数字を調整することで変
更できるであろう。
【００４６】
　該システムの実施形態により、トレーダは、前回売買量（ＬＴＱ）列５１２のどこかで
右マウスボタンまたは左マウスボタンのどちらかをシングルクリックすることで自分の運
用注文のすべてを削除することもできる（この機能性はさらに、あるいは代替策として画
面の一般的な領域に設けることができる）。これにより、トレーダはマーケットをただち
に終了できる。本発明の実施形態により、トレーダは特定野価格レベルでマーケットから
自分の注文のすべてを削除することもできる。実行済み／運用（Ｅ／Ｗ）列５１４でどち
らかのマウスボタンをクリックすると、クリックされたセルの中のすべての運用注文が削
除される。したがって、トレーダが応じられていない、特定の価格で過去に送信した注文
が下手な売買であると考える場合には、トレーダはシングルクリックでこれらの注文を削
除できる。
【００４７】
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　前述されたような表示およびトレーディング方法を使用して売買注文を発注するための
プロセスが、図６のフローチャートに示されている。売買注文を出す前に、該システムは
、カスタマプロファイル、注文量、および最大売買量の選択肢などのデータの入力に予備
的なフィールドを提供する。いったんこれらの予備フィールドが入力され、トレーダが売
買注文を発注する希望を示すと、該システムは、トレーダが売買を実施するために必要な
アクションを実行したかどうかを判断する。例えば、本発明は、売買をクリックしようと
する試みが実行されたときに、マウスポインタが売買可能セルの上に配置されたかどうか
を判断する。実現可能な売買が要求されたと判断されると、該システムは予備的な設定値
と市場価格に基づいた量および価格で制限注文を作成し、取引所に送る。該システムは、
トレーダに、注文量事前設定ボタンを変更する機会を与える。これらのパワーボタンのデ
フォルト量は、１、５、１０、２０、５０および１００である。しかしながら、本好適実
施形態では、トレーダはこれらのデフォルト量のいくらかまたはすべてを、それぞれの特
定のボタンで右クリックを実行し、手動で別の数量を入力することによって変えることが
できる。
【００４８】
　ステップ６００では、トレーダは所与の市況商品のためのマーケットを示すトレーディ
ング端末画面で表示を有する。ステップ６０２では、パラメータは、プルダウンメニュー
からＬフィールドとＲフィールド、および現在量フィールド、ＮｅｔＰｏｓ（ネット位置
）フィールドまたはＯｆｆｓｅｔ（オフセット）フィールドなどの適切なフィールドに設
定される。ステップ６０４では、マウスポインタはトレーダによって表示のセル上に配置
され、クリックされる。ステップ６０６では、システムはクリックされたセルが売買可能
なセル（つまり、ＡｓｋＱ列またはＢｉｄＱ列の中）であるかどうかを判断する。売買可
能なセルではない場合には、ステップ６０８で売買注文は作成、または送信されず、むし
ろ他の量が調整されるか、機能が選択されたセルに基づいて実行される。そうでなければ
、ステップ６１０で、システムは、クリックされたのがマウスの左ボタンだったのか、あ
るいは右ボタンだったのかを突き止める。それが右であった場合には、ステップ６１２で
、システムは、それがステップ６１４で注文の総量を決定するときにＲフィールドの量を
使用する。左ボタンがクリックされた場合には、ステップ６１６でシステムはどの量説明
が選ばれたのかを判断する。つまりＯｆｆｓｅｔ（オフセット）、ＮｅｔＰｏｓ（ネット
位置）または実際の数である。
【００４９】
　Ｏｆｆｓｅｔ（オフセット）が選ばれた場合には、システムはステップ６１８で、それ
がステップ６１４で注文の総量を決定するときにＬフィールドの量を使用する。ＮｅｔＰ
ｏｓが選ばれたときには、ステップ６２０でシステムは、売買注文の総量が現在のＮｅｔ
Ｐｏｓ値―所与の市況商品におけるトレーダのネット位置であることを突き止める。量の
説明として実際の数が使用された場合には、ステップ６２２でシステムは、売買注文の総
量が入力された現在の量となるかどうかを判断する。ステップ６１４では、システムは、
売買注文の総量が、クリックされた行の価格より優れているか、あるいは等しい価格のマ
ーケットのすべての量が加えられた、（ステップ６１２が取られた場合には）Ｒフィール
ドの値、あるいは（ステップ６１８が取られた場合には）Ｌフィールドの値であると判断
する。これは、（Ｌ値またはＲ値が加えられる）トレーダが入力している注文に応じるマ
ーケットのそれぞれの注文の量を総計する。
【００５０】
　ステップ６１４、６２２または６２０のどれかの後に、システムはステップ６２４で、
どの列、つまりＢｉｄＱかＡｓｋＱがクリックされたのかを判断する。ＡｓｋＱがクリッ
クされた場合には、ステップ６２６でシステムはすでに求められた総量の行に対応する価
格で売り制限注文をマーケットに送る。ＢｉｄＱがクリックされた場合には、ステップ６
２８でシステムはすでに決定された総量の行に対応する価格でマーケットに買い制限注文
を送る。前述されたプロセスは１つの実施形態にすぎず、本発明はこの特定のプロセスま
たは任意のプロセスに限定されない。
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【００５１】
　図２と図３に描かれているタイプの表示画面を実装する１つの市販されている製品は、
イリノイ州シカゴのトレーディングテクノロジーズインターナショナル社によって商標Ｘ
＿ＴＲＡＤＥＲ（登録商標）で販売されている。図３に描かれている型の表示画面は本明
細書ではＭＤ＿ＴＲＡＤＥＲ（商標）式表示と呼ばれることがある。しかしながら、前述
されたように、好適実施形態のトレーディングツールは、特に断りのない限り実質的に任
意の電子商取引アプリケーションとともに使用できる。
【００５２】
　電子商取引およびその使用についてのグラフィックユーザインタフェースに関する前記
情報を考慮して、ここで数多くのトレーディングツールが説明される。例えばトレーダを
支援し、取引の効率と適時性を改善するために、これらのトレーディングツールの１つま
たは複数がトレーディングアプリケーションに組み込まれてよい。
【００５３】
　前回売買量マーカ
　好適実施形態に従った「前回売買量（ＬＴＱ）マーカ」は、前回売買量（ＬＴＱ）の表
示を提供する。ＭＤ＿ＴＲＡＤＥＲ（商標）式表示などの静的な価格スケールに関連する
動的マーケット情報を含む表示では、ＬＴＱマーカは、関連するＬＴＱ価格が変化するに
つれてＬＴＱ列を上下に移動してよい。ＬＴＱマーカ７００の１つの形式が図７に図示さ
れ、数値と色または陰影の両方が使用されている。同じ価格での連続売買の場合、ＬＴＱ
マーカ７００は、例えばｉ）前回売買価格でのすべての連続売買の累積量、またはｉｉ）
前回売買価格での最新の売買だけの量のどちらかを示す可能性がある。複数のＬＴＱ発生
のための総量の蓄積は通常ゲートウェイ（つまり取引所）に依存している。しかしながら
、大部分のゲートウェイは量を蓄積するであろう。ＬＴＱを蓄積しないゲートウェイの場
合、図１に描かれているアプリケーションプログラムインタフェースなどのトレーディン
グアプリケーションは、所望される場合、ＬＴＱを累積インジケータに変換してよい。
【００５４】
　一般的には、契約が同じ特定価格で売買を続行する限り、ＬＴＱは蓄積する。契約が新
しい価格で取引されると、マーカはその価格の脇で移動し、量はインジケータボックスの
内部に表示され、前回売買の量だけを反映する。契約が、過去の契約が取引された価格で
取引される場合には、インジケータはその価格レベルに戻り、インジケータボックスは再
びその前回売買量だけを表示する（それは、前回マーカがこの価格にあったときに表示さ
れた量に新規に売買された量を加算しない）。ＬＴＱ列７０２内に位置するインジケータ
は前回売買量の数を単に表示するのではない。むしろ、マーカは、前回契約が取引された
（価格列７０４内の）価格の隣に存在することにより、その売買が発生した価格もユーザ
に示す。ＬＴＱマーカ７００は、好ましくはあるが必ずしもということではなく、対応す
る前回売買価格７０６に関連付けられている。価格または量の数値がマーカに関連付けら
れることは必要ではない。
【００５５】
　したがって、好適実施形態に従って、ＬＴＱマーカ７００は前回売買量の視覚的なイン
ジケータである。それが量のインジケータとしてユーザによって認識される限り、任意の
タイプのマーカが使用されてよい。色あるいはスライド式スケール、温度計型スケールま
たは速度計型スケールなどのグラフィックインジケータなどの他のインジケータが代わり
にマーカとして使用されてよい。グラフィックインジケータは関連付けられた数値を含ん
でよいが、含むことを要求されていない。しかしながら、追加代替策では、ＬＴＱなどの
興味のある項目の特性を描くためにインジケータの組み合わせが使用されてよい。例えば
、量自体は数値でまたは図式で提示されてよく、色は、増加する出来高または減少する出
来高、つまり出来高の変化率、あるいはＬＴＱに関連する上昇する価格または下降する価
格などの動向を図解するために量インジケータとともに使用されてよい。加えて、前記の
いくつかの段落ではＬＱのマーカとして説明されてきたが、これらのタイプのマーカは、
代わりにユーザに興味がある可能性のあるユーザインタフェースでの任意の項目について
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使用されてよい。
【００５６】
　加えて、ユーザインタフェースが、例えば連結制御アイコンの見出し下で後述されるよ
うに連結静的価格スケールを表示するように構成されるとき、ＬＴＱセル７０８は価格連
結増分に細分化されてよく、ＬＴＱマーカは、ＬＴＱセル７０８の対応する細区分内で例
えば水平線として示されてよい。この例では、ＬＴＱセル７０８内の水平線であるグラフ
ィックインジケータの位置は、前回売買量の取引が行われた連結範囲内の価格の視覚的な
表示を提供する。
【００５７】
　マーカの色分け
　前記に注記したように、ユーザインタフェースで興味のある項目は、色またはグレース
ケール陰影を使用して色分けされ、あるいは強調表示されてよい。好適実施形態において
は、ユーザインタフェースはＭＤ＿ＴＲＡＤＥＲ（商標）インタフェースなどの静的価格
スケールに関連付けられたマーケットデータを有する図３に図示される型であり、色は、
例えば過去のＬＴＱに関連付けられた価格値から、前回売買量（ＬＴＱ）に関連付けられ
た価格値の増加または減少の間の視覚的な区別を提供するためにＬＴＱマーカとともに使
用される。ＭＤ＿ＴＲＡＤＥＲ（商標）では、ＬＴＱは、前回売買価格（ＬＴＰ）７０６
に対応するレベルで表示される図７に図示されるように、ＬＴＱ列７０２内の強調表示セ
ルとして提示されてよい。好適実施形態では、強調表示されたセルは、マーケットの価格
移動に基づいて変色する。例えば、ＬＴＱセル７１０は、ＬＴＱに関連付けられる価格の
変動が過去のＬＴＱ７０８と関連付けられる価格からの上昇であるときに、青色などの１
色である背景で表示されてよい。他方、ＬＴＱセル７１２は、過去のＬＴＱ７０８からの
価格の変動が減少するときには、赤色などの別の色背景で表示されてよい。
【００５８】
　加えて、色はＬＴＱのような興味のある項目について追加情報を提供してよい。例えば
、問題になっている市況商品がその現在のトレーディングセッションの間にまだ売買され
ていないとき、ＬＴＱ列７０２は灰色などの特定の色で表示されてよく、量が充填される
までその色のままとなってよい。量が充填されると、そのセッションの最初のＬＴＱを表
示するセルが、過去のＬＴＧからのアップティックもダウンティックも示さない緑色など
の特定の色で強調表示される。以後充填すると、価格レベルがある売買と別の売買で変化
しない場合には、ＬＴＱセルは青色または赤色のどちらかで前記例について強調表示され
、その場合セルは、ＬＴＱの価格に変化があるまで緑色のままとなる。
【００５９】
　これは、ＬＴＱの表示および色表示（複数の場合がある）がマーケットの価格移動、ス
テータスまたは動向の視覚的な基準となり、それによりトレーダがマーケットの活動の方
向などの追加の情報を迅速に吸収できるようにするという点において、トレーダにとって
利点となる。前回売買量の価格の変動を確かめた結果、トレーダはマーケットのステータ
スおよび動向をさらに容易に決定し、それによりトレーダが注文を入力し、それらの注文
に好ましい価格で応じてもらう尤度を改善する。
【００６０】
　ＬＴＱの色分けはＬＴＱ列７２内で色付きのセル（例えば７００、７０８、および７１
０）として表示され、その売買量の価格行に対応する。ある好適実施形態においては、デ
フォルトにより、色付きセルが、ＬＴＱが過去のＬＴＱから価格で上方にティックすると
きに青色で表示され、ＬＴＱが過去のＬＴＱから価格で下方にティックするときの事例で
は赤色で表示され、価格レベルがある売買から次の売買で同じままであるときの事例では
緑色で表示される。これらの好ましい色はある実施形態においてはデフォルト設定値であ
るが、好ましくは、トレーディングアプリケーションは、トレーダがトレーダ自身の好み
に従って色表示を変更できるようにする。加えて、特定の実施形態はセルに適用されてい
る色に関して説明されているが、本発明は、色がセルに適用される実施形態に限定されな
い。例えば、色は、興味のある項目の特性を描くために、前項でＬＴＱマーカとして使用
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される水平線などの任意のグラフィックインジケータに適用されてよい。
【００６１】
　さまざまな価格フィードのオーバレイ
　ある実施形態においては、トレーディングアプリケーションは「さまざまな価格フィー
ドのオーバレイ」を実現する。トレーディングアプリケーションは前記に参照されるＸ＿
ＴＲＡＤＥＲ（登録商標）、または本明細書に説明されているように適合されている他の
任意の市販製品であってよい。多くの例では、特定の市況商品は特定の取引所でのみ売買
される。しかしながら、他の例では、市況商品は複数の取引所で売買されてよい。これは
、ユーザがさまざまな価格フィード、つまりある特定の市況商品に関してさまざまな取引
所からのフィードからの同時情報に関心があるときの１つの例である。別の例としては、
Ｅｕｒｅｘは場内市場ストリームとマーケットの深さのストリームの両方を提供する。一
般的に場内市場ストリームはマーケットの深さのストリームより速い。好適実施形態に従
って、さまざまなストリームは、単一の取引所からなのか、あるいは複数の取引所からな
のかに関係なく、トレーディングウィンドウに市況商品についての情報を投入・表示する
ためにトレーディングアプリケーションによって使用される。
【００６２】
　多くの取引所は複数の価格ストリームを提供するが、これらの取引所は多くの場合トレ
ーダが要求するそれらのフィードだけを供給する。各トレーダは、マーケットの深さとし
て知られている、例えば特定の市況商品についてマーケットで現在入手可能な量のすべて
のストリームを要求する場合があり、あるいはトレーダは場内市場価格だけを受け取るこ
とを要求する場合があり、この場合、場内市場は、その市況商品について入手可能な量が
ある、最高の購入価格および最低の販売価格である。これは、最良の購入価格および最良
の販売価格としても知られている。多くのトレーダはこれらの最良の価格に集中するため
、マーケットの深さのストリームを所望しない。したがって、複数の取引所は、場内市場
ストリームだけを受け取ることを希望するトレーダの帯域幅を節約することによって利点
を得る一方で、さまざまな価格フィードを提供することによってユーザの好みを満たす。
【００６３】
　「オーバレイ」機能を使用するとき、システムは、好ましくはそれが受信する情報のす
べてを表示し、表示は連続してセルを更新する。複数のフィードまたはストリームを受け
入れ、または受け入れる能力を有することによって、トレーダは、１つのフィードが低速
化するか、あるいは使用不可能になった場合には、他のフィードがマーケット情報を更新
し続けることを認識するという点でさらに大きな安心感を与えられる。
【００６４】
　図８および図９は、ルータ８１０およびゲートウェイ８１２を通してそれぞれ第１の価
格パケット８０６と第２の価格パケットと８０８を搬送する平行フィードを介した、取引
所８０２からクライアント端末８０４へのデータの転送のためのネットワーク８００を示
す。クライアント端末８０４は、フィードによりユーザに搬送されるデータを提示するＸ
＿ＴＲＡＤＥＲ（登録商標）などのトレーディングアプリケーションを実行している。フ
ィードの１つで、「一時的な中断」つまり失われたデータと呼ばれる混乱がネットワーク
で発生すると、図９の８１４で示されるように、上部フィードからのパケットはトレーダ
の表示の中に送り込まれるのを妨げられる。混乱は、用語が本明細書で使用されるように
、データが恒久的に失われてしまう状況に限定されず、むしろデータが破壊されたとき、
低速であるとき、あるいはそれ以外の場合で遅延されるときの例もカバーするために総称
的に使用される。失われたデータの例で予備のフィードがない場合、表示には価格はなく
、トレーディングの機会は失われるであろう。低速のデータまたは遅延したデータでの例
で予備のフィードがない場合、トレーディングの決定は有効期限を過ぎた情報に基づいて
下されるであろう。
【００６５】
　ゲートウェイ８１２とクライアント端末８０４の間で発生する混乱８１４として描かれ
ているが、フィードは取引所８０２からクライアント端末８０４への任意の点で混乱され
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得る。平行フィードのために、混乱の原因には関係なく、現在の情報の表示は中断されな
い。さらに平行フィードにより、ユーザは２つのフィードの間の速度の差異を利用できる
ようになり、ユーザに最良の入手可能な情報を表示する。ストリームが１つの取引所８０
２から生じるものとして描かれているが、ストリームは代わりにさまざまな取引所で生じ
得ることに留意する必要がある。さらに、通常２つのフィードで十分であるが、好適実施
形態はこのように限定されず、３つ以上のフィードからの情報が同時に表示されてよい。
【００６６】
　本発明のある実施形態においては、「オーバレイ相違価格フィード」は、Ｐｒｏｐｅｒ
ｔｉｅｓ（プロパティ）ダイアログボックスの「Ｕｓｅ　Ｉｎｓｉｄｅ　Ｍａｒｋｅｔ　
Ｐｒｉｃｅｓ（場内市場価格を使用）」にチェックを加え、またはチェックを削除するこ
とによって有効または無効にすることができる。この機能を有効にする他の技法が代わり
に使用されてよい。複数のフィードがモニタされ、表示される場合、トレーディングアプ
リケーションは、フィードからのデータが同じではない例で、どのフィードのデータが表
示されるのかを決定するためのオプションをユーザに与えてよい。例えば、フィードがさ
まざまな取引所で生じる例では、ユーザはさまざまなフィードから最良の価格を表示する
ことを選んでよい。フィードが同じ取引所で生じる追加の例では、どのフィードが前回表
示されたパケットを搬送したのかに関係なく、直近のパケットからの情報が表示されてよ
い。他の代替策は前記を検討すると明らかになるであろう。
【００６７】
　総運用量の表示
　別の好適実施形態は、トレーダの買い注文と売り注文のマーケットで運用されている総
量の表示をトレーダに与える。トレーダの総運用量は、トレーダが現在入力したが、まだ
マーケットで応じられていないすべての注文の満たされていない総量を表す。例えば、ト
レーディングアプリケーションは、売買されている特定の市況商品のため、およびマーケ
ットにそれらの量を入力した特定のトレーダのための総運用購入量と総運用販売量を表示
してよい。図１０は、一例として、（１０００で）１４、１３および１の別々の運用販売
量と、（１００２で）５、１、１５、３および１の別々の運用購入量を有するトレーダの
表示を示す。この例はＭＤ＿ＴＲＡＤＥＲ（商標）式トレーディングインタフェースを活
用するが、任意の種類のトレーディングインタフェースが代わりに使用されてよい。トレ
ーディングアプリケーションはトレーダの運用販売量の合計（１４＋１３＋１＝２８）と
、トレーダの運用購入量の合計（５＋１＋１５＋３＋１＝２５）を計算し、この例ではセ
ル１００４の中に総量を表示する。総運用量はユーザにとって有用である任意の方法また
は位置に表示されてよい。本実施形態の別の変形例では、ユーザはそれらのセルで表示さ
れる運用量を削除するために、総購入量表示セルまたは総販売量表示セルのどちらかを直
接的にクリックしてよい。
セル１００４内のトレーダの総運用量の表示は、それがトレーダの運用量からの総エクス
ポージャーを提供するという点でトレーダのプラスになる。新規注文が入力され、他の注
文が応じられるにつれて注文量が連続的に更新されるという点で表示は動的であるが、さ
まざまな市場価格での量の表示は表示画面のサイズにより制限されている。したがって、
トレーダは、表示ウィンドウには現れていない価格で、トレーダが認識していない運用量
を有することが有り得る。総運用量表示は、トレーダにトレーダの購入運用量と販売運用
量の累計を示すことによりこの欠点を緩和するのに役立つ。表示がゼロ以外の何かを表示
する場合、トレーダは、トレーダが現在マーケットで応じられていない運用量を有してい
ることを知るであろう。
【００６８】
　好適実施形態では、総運用量の表示は、図１０のセル１００４に図示されるように、ユ
ーザによって作動されてよいボタンとともにユーザに提示される。前記に注記されたよう
に、ユーザは、ボタン１００６、１００８をクリックするためにマウスなどの入力装置を
使用し、それにより表示された総運用量と関連する運用注文を削除してよい。１つのボタ
ン１００６は総購入運用量を表示する。他のボタン１００８は、総販売運用量を表示する
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。各ボタン１００６、１００８で表示される総計は、図１０に図示されるように運用量の
列１０１０に表示されるような総計されていない運用量から計算される。運用量列１０１
０と総量ボタン１００６、１００８の両方で、好適実施形態では青色などの色で購入量が
強調表示され、好適実施形態では販売量は赤色などの別の色で強調表示される。ユーザは
、好ましくは、例えばＭＤ＿ＴＲＡＤＥＲ（商標）において、プロパティ設定ウィンドウ
を介して総量ボタンを表示するかどうかのオプションを有している。量ボタンは新しいセ
ッションのためにデフォルトで表示される。言うまでもなく、総運用量は、図１０に描か
れている表示のタイプに対する代替策として任意のトレーディングアプリケーションによ
って表示されてよい。
【００６９】
　動的インジケータ
　別の好適実施形態は、例えば静的価格スケールに関する表示のための動的インジケータ
を貼り付ける能力をユーザに与える。ある実施形態においては、第１の動的インジケータ
列は買い注文量列の隣に表示され、第２の動的インジケータ列は売り注文量列の隣に表示
される。動的インジケータは、ユーザに例えば特定の価格などの視覚的なインジケータを
与えるために、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　ＥＸＣＥＬなどのスプレッドシート、あるいは他の
サードパーティチャート作成ソフトウェアまたは分析ソフトウェアから動的インジケータ
列に適用されてよい。他のトレーディングアプリケーションおよびトレーディングインタ
フェースが代わりに使用されてよいが、表示画面は、例えばＸ＿ＴＲＡＤＥＲ（登録商標
）トレーディングアプリケーションによって生成されるＭＤ＿ＴＲＡＤＥＲ（商標）式表
示であってよい。
【００７０】
　動的インジケータは、好ましくはマーケット情報と関連付けられる。好適実施形態では
、それはユーザにとって興味のある他の任意の項目と代わりに関連付けられてよいが、動
的インジケータは価格と関連付けられている。色分けは動的インジケータに適用されてよ
い。
【００７１】
　動的インジケータは、例えばＭＤ＿ＴＲＡＤＥＲ（商標）式表示で使用されるとき、サ
ードパーティソフトウェアを使用してトレーダによって設定されるように特定の価格と関
連付けられてよく、静的価格スケールに関して表示されてよい。動的インジケータが、ト
レーダの表示の視認可能な領域の外にある価格と関連付けられている場合、それは好まし
くは、該関連付けられた価格が視野に入ると画面上で見えるようになる。本発明の好適実
施形態はスプレッドシートへの、およびスプレッドシートからのコピーおよび貼り付けを
含むが、情報を転送する他の方法も使用されてよい。
【００７２】
　この特定の実施形態の使用は、トレーダがスプレッドシート１１００に値を入力するか
、あるいは貼り付けるときに開始される。例えば、値は、トレーダがモニタすることを希
望する特定の価格であってよく、あるいはそれは加えられた計算を含む動的価格であって
もよい。インジケータは価格とともに使用することに限定されないが、代わりにトレーダ
の表示上で興味のある任意の項目について使用されてよい。価格の例では、いったん価格
がスプレッドシートに入力されると、トレーダはスプレッドシートから所望される価格セ
ル（複数の場合がある）をコピーし、図１１Ａに図示されるように、画面の動的インジケ
ータ列１１０２の１つに該セル（複数の場合がある）を貼り付ける。動的インジケータ列
に該セル（複数の場合がある）を貼り付けると、動的インジケータ１１０４とも呼ばれる
表示マーカは、スプレッドシートまたは他のソフトウェアで計算される価格に対応する、
インジケータ列１１０２内のセルを強調表示する。
【００７３】
　マーカは、例えばグラフィックシンボルおよび色を含む、トレーダのためのインジケー
タとしての機能を果たすために適切である任意のものであってよい。このようにして、図
１１Ａは強調表示されたセル１１０４全体を示すが、マーカは強調表示され、または着色
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された前景、背景、境界線もしくはセルの一部などのカ色をベースにしてもよい。動的イ
ンジケータがセル全体を占めることは必要ではない。例えば、トレーディングインタフェ
ースが静的価格スケールを含み、価格スケールが連結される例では、特定の価格に対応す
るセル内の位置に動的インジケータを配置することが望ましい場合がある。加えて、マー
カは価格の範囲をマーキングしてよい。マーカのタイプはユーザによって選択可能である
のが好ましい。
【００７４】
　好ましくは、貼り付けられたセルから、セル（複数の場合がある）のコピー元であるス
プレッドシート１１００へのリンクが確立される。該リンクはトレーダにスプレッドシー
ト１１００内でコピーされた値を変更する能力を与え、動的インジケータ列１１０２の貼
り付けられた値での関連する変更を生じさせる。１つの実施形態では、これはトレーディ
ングインタフェースとサードパーティソフトウェアの間の双方向リンクであってよく、あ
るいはＴＬＰまたは他の興味のある任意の項目などのトレーディングウィンドウからのマ
ーケットデータをスプレッドシートまたは他のサードパーティソフトウェアにリンクして
よい。適切な任意の型のデータ交換プロトコルが、サードパーティソフトウェアから情報
を埋め込むため、あるいはサードパーティソフトウェアに動的インジケータをリンクする
ために使用されてよい。例えば、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　ＯＬＥ２．０は、Ｍｉｃｒｏｓｏ
ｆｔ　Ｗｉｎｄｏｗｓアプリケーションをサードパーティソフトウェアとして使用すると
きに、これらの機能を実行するために使用されてよい。好適実施形態では、Ｍｉｃｒｏｓ
ｏｆｔ　ＯＬＥはＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　ＥＸＣＥＬスプレッドシートからの動的インジケ
ータとセル間のリンクを提供するために活用される。一般的にデータ交換プロトコル、特
にリンク技法と埋め込み技法は、当業者に周知である。
【００７５】
　貼り付けられた動的インジケータの意味、および加えられた動的計算があるかどうかは
、好ましくは個々のトレーダの決定である。例えば、トレーダは動的インジケータに「公
正価値分析」（平均価格）を表すことを望んでよい。これは、特定の市況商品が一日中売
買された平均価格を計算するであろう。トレーダは、加えられた計算とともにセルをコピ
ーし、動的表示列の中に貼り付ける。平均価格がそれぞれの新規に応じられた量とともに
変動するにつれて、動的インジケータは適切な価格とともにインジケータ列を上下に移動
するであろう。そのインジケータが画面上で視認可能な価格に移動すると、トレーダは「
公正価値」価格の視覚的なインジケータを確認することができ、トレーダはそのように所
望する場合、量を入力することを選ぶことができるであろう。「公正価値」価格に関して
図解されているが、任意の計算が代わりに使用されてよいことが理解されるべきである。
【００７６】
　前記に注記したように、動的インジケータはセルの一部でのみ表示される場合もある。
動的インジケータは、例えばセルの残りまたは取り囲むセルとは別の色で強調表示されて
よく、あるいは点滅効果を生じさせるために時間変動する色で表示されてよい。動的イン
ジケータはセル内で強調表示された線または着色された線として提示されてよい。動的イ
ンジケータが表示されるセルの部分は、例えば価格連結が活用されるときに静的価格スケ
ールの価格の間で低下する価格などの追加情報を伝えるために選択されてよい。図１１Ｂ
は、動的インジケータがセル１１１０の一部だけを強調表示することにより表示される、
動的インジケータ列１１０２を描く。
【００７７】
　動的インジケータは、トレーダが、それらの移動が前回売買価格、「公正価値」あるい
は任意の他の指定された興味のある項目のものであるかどうかに関係なく、例えばトレー
ダ自身の指定の価格移動をモニタする能力を与えられるという点で、トレーダに利点とな
る。トレーダの指定された興味のある項目と関連付けられる可視動的インジケータを確か
めることにより、トレーダは所望される価格で量を入力する、よりよい機会を有する。さ
らに、トレーダは、トレーディングセッションを通して他の量を入力し続ける一方、動的
インジケータを貼り付けることができ、インジケータはセッションが開いている間更新し
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続ける。したがって、トレーダは、インジケータによって示されるような望ましい価格が
、トレーダがインジケータを最初にコピーし貼り付けた後も長く、マーケット内で使用可
能であることに気付くであろう。さらに、動的インジケータは、ユーザがマーケットデー
タを分析するのに要する時間を、ユーザに視覚的な合図を与えることにより減少し得る。
【００７８】
　強調表示された動的インジケータの表示は、色が使用される例ではその色が、例えばプ
ロパティウィンドウを通してトレーダによって選択されるが、表示上の購入及び／又は販
売動的インジケータ列に表示される。インジケータは表示上の多様な場所に移動できる。
言うまでもなく、複数の動的インジケータが任意の動的インジケータ列に表示されてよい
。ＭＤ＿ＴＲＡＤＥＲ（商標）式表示を活用する１つの実施形態では、動的インジケータ
列は、図１１Ａに図示されるように、それぞれデフォルトにより購入量列と販売量列のす
ぐ左と右に表示される。しかしながら、列、行、または他の表示要素全体が動的インジケ
ータの表示専用とされることは必要ではない。動的インジケータは代わりにセル単位で表
示に適用されてよいか、あるいは他の表示されている情報をオーバレイしてよい。
【００７９】
　範囲外インジケータ
　好適実施形態に従って、トレーディングアプリケーション用のグラフィックユーザイン
タフェースは、興味のある項目が表示の視認可能範囲外にあるという表示を提供する。ト
レーディングアプリケーションは、前記に参照されたＸ＿ＴＲＡＤＥＲ（登録商標）、ま
たは本項に記述されるように適合された他の任意の市販製品であってよい。また、好まし
くは、範囲外インジケータは、ユーザが視認可能領域の外側にある興味のある項目（複数
の場合がある）を表示できるように、表示を上下に移動させる能力をユーザに提供する。
興味のある項目の例は、量および価格などのユーザの運用注文とマーケットの深さの情報
を含むが、これに限定されない。
【００８０】
　ある実施形態においては、範囲外インジケータは、興味のある項目が視認可能領域の外
側にあることをユーザに示す矢印または類似のポインティングアイコンであり、視認可能
領域が興味のある項目を表示するために移動する必要がある方向をさらに示す。好ましく
は、視認可能領域は、ユーザがポインティングアイコンをクリックするか、あるいはそれ
以外の場合にはポインティングアイコンを作動させるときに、興味のある項目にスクロー
ルするまたはジャンプするであろう。範囲外インジケータが使用されるたびに、表示は視
認可能領域の外側の最も近い興味のある項目に移動し得る。次に興味のある項目にジャン
プする代わりとして、表示は行単位で、列単位で、価格単位で移動し、あるいは選択され
た興味のある項目に基づいて新しいレベルにジャンプし得る。
【００８１】
　例えば、図１２Ａに図示されるように、１０９２２５、１０９２５０、１０９４００等
の販売価格で量が入力される（表示上で視認可能）。１０９５２５は、量が入力される二
番目に高い価格であるが、その量が視認可能領域を超える場合、トレーダは、量が視認可
能であるように表示を上に移動させるために、この例では「アップ矢印」１２００機能と
して描かれている範囲外量インジケータを使用できる。「アップ矢印」１２００機能をそ
れぞれ次に使用すると、量がマーケットに入力される次の最高価格が表示される。
【００８２】
　この例が続行すると、「ダウン矢印」１２０２機能を利用するときに、同じ一般的な原
則が適用する。具体的には図１２Ａでは、１０８９７５、１０８８７５、１０８８２５等
の購入価格でトレーディング画面で量が視認可能である。１０８６５０が、量がマーケッ
トに入力される次に最も低い購入価格である場合、トレーダは「ダウン矢印」１２０２機
能を使用し、その量を表示できるであろう。「ダウン矢印」１２０２機能をそれぞれ次に
使用すると、量がマーケットに入力された次に最も低い購入価格が表示される。
【００８３】
　この例では、範囲外マーケット量を示す範囲外インジケータ（例えば１２００、１２０
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２）を使用することによって、トレーダは基本的に取引所により提供されるマーケットの
深さ全体を表示できる。マーケットの深さ全体の表示は、例えばユーザの表示画面のサイ
ズ、あるいは任意の時点で表示されるマーケット情報の量についてのユーザの好みによっ
て制限され得る。これらの制約のため、ユーザが見ることができないマーケットの深さや
運用注文などの興味のある項目がある可能性がある。範囲外インジケータは、ユーザに興
味のある範囲外項目の存在を警告するだけではなく、すべてのこのような情報が、例えば
「アップ矢印」１２００および「ダウン矢印」１２０２機能を介して視認可能であること
も確実にする。
【００８４】
　興味のある項目が視認可能範囲外になると、トレーディングアプリケーションは、好ま
しくは、例えば興味のある項目に関係する列の上部及び／又は下部で、適宜にそれぞれ上
または下を指す矢印を伴ったセルを生成する。マーケットに入力される量のような興味の
ある項目が視認可能領域の外側になるときだけ、矢印セルは好ましくは有効にされる。興
味のある項目が視認可能領域外にならない場合、本発明の１つの実施形態においては、セ
ルはイナクティブであり、矢印のない無地で表示に提示されてよい。ポインティングアイ
コン付きボタンを使用する代わりとして、好適実施形態によりユーザはマウスホイールま
たは他のユーザ入力装置を使用して所望される方向でマーケットデータをスクロールでき
るようになる。
【００８５】
　前記に注記されたように、範囲外インジケータは代わりに、あるいはさらに、範囲外運
用注文をユーザに警告するために使用されてよい。この例では、インジケータが使用され
るたびに、表示は、好ましくは視認可能領域外であるマーケットにおいてユーザの次の運
用注文に移動する。例えば、図１２Ｂに図示され、運用量列に存在する運用量によって証
明されるように、トレーダは１０９２００、１０９２５０、および１０９３００という販
売価格または売り注文価格で量を入力する（表示上に視認可能）。１０９５５０が、量が
入力されるトレーダの次に最も高い価格であるが、その量が視認可能領域を超える場合、
トレーダは、量が現れるように表示を上に移動するために、インジケータ、この例では「
アップ売り注文矢印」１２０４機能を使用できる。「アップ売り注文矢印」１２０４機能
をそれぞれ次に使用すると、マーケットに量が入力されるトレーダの次に最も高い付け値
価格が表示される。前述されたように、表示は代わりに行単位で、列単位で、価格単位で
移動してよい、あるいは選択された興味のある項目に基づいて新しいレベルにジャンプし
てよい。
【００８６】
　同じ一般原則が、「ダウン買い注文矢印」１２０６機能を利用することにより、運用購
入注文に関して当てはまる。例えば、図１１Ｂでは、トレーダは１０９０２５、１０９０
００、１０８９７５、１０８８７５、および１０８８２５という購入価格、つまり買い注
文価格でトレーディング画面上に量を入力し、視認可能である。１０８６５０がマーケッ
トに量が入力されるそのトレーダの次に最も低い買い注文値である場合には、トレーダは
その量を表示するために「ダウン買い注文矢印」１２０６を使用できるであろう。それぞ
れ次に「ダウン買い注文矢印」１２０６機能を使用すると、トレーダがマーケットに量を
入力した、そのトレーダの次に最も低い買い注文価格が表示される。どの矢印が使用され
ているかに関わらず、画面は、トレーダがマーケットに入力した量に移る。
【００８７】
　範囲外インジケータ（例えば、１２００、１２０２、１２０４および１２０６）を使用
することによって、トレーダは好ましくは自分の運用注文のすべてに関する情報を表示し
得る。このインジケータは、ユーザの運用注文のすべてが「アップ売り注文矢印」、「ア
ップ買い注文矢印」、「ダウン売り注文矢印」、および「ダウン買い注文矢印」の機能を
介して現れることを確実にすることによって、見失われ、忘れられる機会またはエクスポ
ージャーの可能性を低減する。前述されたポインティングアイコンまたは矢印ボタンは、
興味のある任意の列の上部及び／又は下部、あるいは興味のある任意の行の左側及び／又
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は右側に位置してよく、それは、例えば視認可能範囲外になる運用量を含む、視認可能範
囲外になるデータを含む。範囲外インジケータの他の用途は、この詳細な説明を読めば当
業者に明らかになるであろう。ポインティングアイコン及び／又は矢印ボタンを参照して
前述されたが、代わりに、視認可能範囲外に情報があることをユーザに示すことができる
限り、任意のタイプのインジケータが使用されてよい。
【００８８】
　「温度計」インジケータ
　好適実施形態に従って、トレーディングアプリケーションは、論理的に動的な方法で互
いに比例して、購入量および販売量の体積を描く表示をユーザに提供する。トレーディン
グアプリケーションは、前記に参照されたＸ＿ＴＲＡＤＥＲ（登録商標）であってよく、
あるいは本項に説明されるように適合される他の任意の市販製品であってよい。Ｘ＿ＴＲ
ＡＤＥＲ（登録商標）のように縦軸に沿って価格を表示するトレーディングアプリケーシ
ョンで有利に使用される１つの実施形態において、「温度計」インジケータが、図１３Ａ
と図１３Ｂに図示されるように、量の列に近接して位置する１つまたは複数の狭い垂直表
示列１３００、１３０２（「温度計」）を生成する。温度計１３００、１３０２は、ある
特定の市況商品のマーケットでの買い注文と売り注文の総数の数値表示に関連付けられて
よく、あるいは関連付けられなくてよい。マーケットで入手可能な量があるとき、温度計
１３００、１３０２は、好ましくは、マーケットで購入量対販売量のパーセンテージと一
致するように陰影が付けられる。例えば、マーケットの購入量と販売量が等しく、量の５
０％が購入量であり、５０％が販売量であることを意味する場合には、両方の温度計１３
００、１３０２とも図１３Ａに示されるように５０％陰影を付けられている。代替実施形
態においては、温度計インジケータはユーザにとって興味のある２つの項目の関連性を表
し得る。説明図では垂直バーが示されているが、インジケータがユーザにとって適切な情
報を伝達できる限り、任意の視覚的なインジケータが代わりに使用されてよいことが理解
されなければならない。
【００８９】
　好ましくは、これらの温度計列は、ユーザが、論理またはユーザの好みが決定するよう
に表示上の多様な場所に温度計列を移動してよいという点で調整可能である。温度計イン
ジケータが販売量の体積に関して購入量の体積を表現しなければならないときの１つの好
ましい位置は、購入量列のすぐ左側で、販売量列の右側である。この実施形態では、温度
計の表示は画面に表示される価格の中間点で開始してよい。例えば、図１３Ａと図１３Ｂ
では、中間点は価格９０と８５の間である。購入量温度計は、中間点から画面に表示され
る最も低い価格（４５）に下降し、販売量温度計は表示されている最高の価格（１３０）
に伸張する。
【００９０】
　前記に注記したように、２つの温度計は、購入量と販売量のそれぞれに温度計１つずつ
で、マーケットで使用可能な量を示している。描かれている実施形態では、両方の温度計
とも、現在ユーザの表示上にある中間点価格から伸張する。購入温度計は、好ましくは表
示されている最低の価格に達するが、販売温度計は好ましくは表示されている最高の価格
まで伸張する。購入量の温度計は、購入量のパーセンテージが増加するにつれて、温度計
の上部から下降する。販売量の温度計は、販売量のパーセンテージが上昇するにつれて、
温度計の下部から上昇する。購入量または販売量のどちらかが他方より多い場合には、温
度計は表示の量に基づいてこの差異を反映させる。例えば図１３Ｂは、マーケットの量の
９５％が購入量であり、マーケットの量の５％が販売量であるシナリオを反映する。した
がって、購入温度計１３０４は、格差を表現するために販売温度計１３０６よりはるかに
多く陰影が付けられる。温度計インジケータを参照して説明されてきたが、任意のタイプ
のグラフィックインジケータが、興味のある項目についての情報をユーザに提示するため
に代わりに使用されてよい。温度計のようなグラフィックインジケータを表示する代替策
は、総販売量と総購入量などマーケットの深さを数値で、あるいは購入と販売の間のパー
センテージまたは比率として表現することである。
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【００９１】
　温度計インジケータは、マーケットにおける購入量対販売量の格差を示すことによって
トレーダにプラスになり、それによりトレーダに、購入または販売するための注文を入力
すべきかを決定するのに役立つツールを提供する。例えば、マーケットにさらに高いパー
センテージの購入量がある場合には、さらに多数のトレーダが購入を希望するのに対し、
マーケットにさらに高いパーセンテージの販売量がある場合、さらに多数のトレーダが販
売を希望する可能性がある。したがって、トレーダは、マーケット内のさらに高いパーセ
ンテージの購入量により、トレーダがこのような販売注文を入力すると、トレーダの販売
注文が望ましい価格で応じられる、さらに高い確率を有し得ることを推論することができ
る。販売量のパーセンテージがマーケットでより高い場合には、トレーダは望ましい価格
でトレーダの購入注文が応じられる、さらに高い確率を有し得る。
【００９２】
　自動スキャルパー
　別の好適実施形態に従って、トレーディングアプリケーションは、自動的に反対売買注
文を入力する方法を提供する。好ましくは、トレーディングアプリケーションはＭＤ＿Ｔ
ＲＡＤＥＲ（商標）式表示を使用するＸ＿ＴＲＡＤＥＲ（登録商標）である。スキャルピ
ングとは、市況商品の取引で周知である用語であり、それは、トレーダが短期間で相対的
に小さな利得のために売買する取引技法を指している。この実施形態では、トレーディン
グアプリケーションは、自動注文入力機構をユーザに提供することによって、スキャルピ
ングを容易にし、その実施形態はさらに後述される。好ましくは、自動スキャルピングは
、横線の形をした１組のインジケータバーを操作するために、ユーザマウスの上のコント
ロールキーとスクロールホイールを同時に押すなどして、ユーザ入力に基づいて活性化さ
れる。代わりに他の作動機構を使用でき、例えばトレーディングアプリケーションによっ
て、あるいはユーザインタフェースで表示されるスキャルピングアイコンを作動すること
によって生成されるダイアログボックスを使用することを含む。
【００９３】
　マウス入力が平行する横線を位置決めするために使用されるこの実施形態の場合、イン
ジケータバーは、類似するこのような量が手動で入力され応じられると、購入量と販売量
が自動的に入力され得る価格範囲を定める。さらに具体的には、この機能は、トレーダが
手動で入力した購入量が応じられると、自動的に販売量を入力する。同様に、この機能は
、トレーダが手動で入力した販売量が応じられると、購入量を自動的に入力する。インジ
ケータバーは、価格を表現する静的なスケールまたは軸に対して移動する。好適実施形態
では、インジケータバーは購入列、販売列、および価格列に渡り、それらはトレーダの表
示画面上に表示される価格の中心点で共に開始する。図１４Ａでは、その中間点１４００
は９０と８５という価格の間にある。トレーダがこの実施形態を可能にし、トレーダのマ
ウスの上でホイールを上方にスクロールすると、インジケータはさらに離れて移動し、イ
ンジケータバー１４０２の範囲内にさらに多くの価格を残す。トレーダがホイールを下方
にスクロールすると、インジケータバーは共により近くに（中間点にさらに近くに）移動
し、図１４Ｂに示されるようにインジケータ列内の価格の数を減少させる。
【００９４】
　自動的に入力される順序は、好ましくはトレーダの前回の購入または販売の充填と同じ
量である。さらに、自動的に入力される注文は、インジケータバーの範囲内で、トレーダ
の好み及び／又は慣行に応じて、ある特定の１つまたは複数の価格で入力される。１つの
実施形態では、自動的に入力される注文は、売り注文の場合ではインジケータバーの範囲
内の場内市場を越えた最低の価格となり、買い注文の場合ではインジケータバーの範囲内
で最低の価格である。代わりに、自動的に入力される注文は、任意のアルゴリズムに従っ
て計算される１つまたは複数の価格であってよい。例えば、注文される量は（売り注文の
場合では）場内市場を超えるか、（買い注文の場合では）場内市場を下回る価格の間で均
等に拡散され、インジケータバーの範囲内となり得る。好適実施形態は、自動注文が入力
される１つまたは複数の価格を決定するための特定の技法に限定されない。好適実施形態
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では、ユーザは（最良の価格であるか、または他のなんらかの価格であるかに関係なく）
正確に二重の１つまたは複数の注文がどのように送信されるのかについての規則を設定し
得る。
【００９５】
　例えば、および図１４Ａに図示されるように、インジケータバー１４０２は１１０で最
高の価格で、６５で最低の価格で設定される。場内市場は、黒い線で示されるように、１
００という購入価格であり、１０５という販売価格である。自動スキャルパーを使用して
いるトレーダが購入列に量を入力し、その量が応じられると、ある実施形態では、該シス
テムは、場内市場を越える最低価格で、インジケータバーの範囲内で販売列に二重の量を
自動的に入力し、この例では１０５という販売価格であろう。
【００９６】
　トレーダの位置は購入された市況商品の総量および販売された市況商品の量の差異とし
て定義されてよく、トレーダは、購入される量が販売される量より多いときに長い位置を
、販売される量が購入される量より多いときに短い位置を有すると見なされる。トレーダ
が所有する量が多いほど、トレーダの位置は長くなるであろう。逆に、トレーダが販売す
る量が多いほど、トレーダの位置は短くなるであろう。毎日のトレーディングセッション
の最後に、閉鎖位置と呼ばれる長くも短くもない位置を有することが望ましい場合がある
。トレーダがマーケットに入力した購入量が応じられ、このようにしてトレーダに長い位
置を与えると、該システムは、ユーザによって作動される場合に、応じられたときにトレ
ーダの位置を閉じる二重販売量を自動的に入力し得る。同様に、トレーダがマーケットに
入力した販売量が応じられると、該システムは、応じられるとトレーダの位置を閉じる二
重購入量を自動的に入力し得る。自動スキャルパーは、自動的に、且つ好ましくは即時に
、応じられるときにトレーダの位置を閉じ、トレーダが長期間長い位置または短い位置を
有することを妨げる、二重の購入量または販売量を入力する。
【００９７】
　代替実施形態では、自動スキャルパー実施形態は、購入量のために例えばインジケータ
バーを使用してある範囲を、同時に販売量のために別の範囲を設定するために使用し得る
。この実施形態の場合、自動スキャルパーは、自動的に、ユーザによって決定される範囲
内の両方の側（購入と販売）を引用する。別の代替実施形態では、複数の自動スキャルピ
ング範囲が、インジケータバーのさまざまな組を使用して、単一トレーディングウィンド
ウでアクティブであってよい。この実施形態の場合、さまざまな範囲は、例えばインジケ
ータバーのさまざまな組にさまざまな色を使用することにより区別され得る。
【００９８】
　価格レベル妥当性チェック
　別の好適実施形態に従って、トレーディングアプリケーションは、前回売買価格（ＬＴ
Ｐ）から指定されたティック数離れた価格で、あるいはＬＴＰとは異なる指定パーセンテ
ージである価格でのマーケットに対する注文の入力を妨げるために、価格レベル妥当性チ
ェック（「ＰＬＲＣ」）と呼ばれる能力をユーザに与える。ティックはなんでもよいが、
一般的にはこの詳細な説明においては市況商品ごとに取引所により設定される価格値（例
えば、＄．０１、＄．０５、＄．１０または任意の他の値）の最小変動として使用される
。トレーディングアプリケーションは、前述されたＸ＿ＴＲＡＤＥＲ（登録商標）、ある
いは本項で説明されるように適合された他の任意の市販製品であってよい。ＰＬＲＣはト
レーダなどのユーザまたは管理者のどちらかにより有効にされ、構成され得る。管理者が
ＰＬＲＣを有効にするシステムの場合、ＰＬＲＣはネットワーク上のすべてのクライアン
ト端末に一様に適用されてよく、あるいはそれはケース毎に調整されてよく、それにより
例えばトレーダの経験レベルを考慮に入れる。
【００９９】
　ＰＬＲＣは、好ましくは市況商品単位で有効にされ得る。例えば、図１５Ａでは、トレ
ーダは、トレーダが市場に注文を入力する用意がある、ＬＴＰから最大ティック数を示す
ために５という値を入力した。図１５Ｂに示されているように、売買されている市況商品
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のマーケットは５というティック値を有する。したがって、９０のＬＴＰ、５というティ
ック増分および５というＰＬＲＣ値により決定されるように、トレーダは市況商品を販売
することを選択するならば、９０、８５、８０、７５、７０及び／又は６５という価格で
注文を入力できる。図１５Ｂで示されているように、９０は前回売買価格であり、８５、
８０、７５、７０および６５という価格はそのＬＴＰからの離間が５ティック未満である
か、あるいはそれに等しい販売価格である。トレーダが６０という価格またはそれ以下で
量を販売しようと試みると、該価格はトレーダのＰＬＲＣ値が許容する範囲を超えるため
、トレーダはそうすることを制限されるであろう。同じトレーダが９０、９５、１００、
１０５、１１０及び／又は１１５という価格で市況商品を購入できるであろう。これらの
価格のそれぞれはＬＴＰの５ティック（ＰＬＲＣ値）の範囲内である。トレーダが１２０
以上の価格で量を購入しようとすると、該価格はトレーダのＰＬＲＣ値が許容する範囲を
超えるため、トレーダはそうすることを制限されるであろう。代わりに、ＰＬＲＣ機能は
、トレーダまたは管理者に対し、ユーザがマーケットに注文を入力することを許容される
、ＬＴＰからの最大偏差を指定するためにティック数の代わりにパーセンテージを入力す
ることを許容し得る。
【０１００】
　代替実施形態では、トレーディングアプリケーションは、不安定性が調整されたＰＬＲ
Ｃ機能を提供し得る。この実施形態では、ＰＬＲＣは、ユーザがその範囲内で注文を入力
してよい、ＬＴＰから離れたティック数（またはパーセンテージ）を動的に増減する。ユ
ーザまたはシステム管理者により設定され得る増減は、好ましくは不安定性に基づいてい
る。例えば、トレーダは、不安定性が指定量を超えると指定量分ＰＬＲＣを動的に増加す
るようにトレーディングアプリケーションを設定し得る。
【０１０１】
　ＰＬＲＣ機能を包含することにより、トレーダがあまり望ましくない価格で運用量を満
たされる可能性が制限される。場内市場は、使用可能な最良の購入価格と販売価格と見な
される、マーケットで使用可能な量がある、それらの価格である。最良の購入価格は、マ
ーケットに量を有する最高の購入価格であるが、最良の販売価格はマーケットに量を有す
る最低の販売価格である。一般的には、ＬＴＰはその場内市場となる、あるいはその場内
市場に近くなる。ＬＴＰは、ＰＬＲＣが開始する中心価格として使用され、そのＬＴＰレ
ベルを上回って、または下回って限られた数の価格レベルで量を入力できる。
【０１０２】
　トレーディングアプリケーションがＸ＿ＴＲＡＤＥＲ（登録商標）である、ある好適実
施形態では、ＰＬＲＣは好ましくはその一例が図１５Ｂに示されているが、「価格レベル
妥当性チェック」オプションボックス１５００にチェックマークを付けてから、隣接する
ボックス１５０２に値を入力し、前回売買価格値を超えて量が応じられるティック数を指
定することによって、「Ｏｐｔｉｏｎｓ（オプション）」表示を通して有効にされる。Ｐ
ＬＲＣは運用量の許容価格に境界線を定めることに関して説明されるが、任意の注文と関
連付けられる量などの他の多くの取引活動を制約するために、あるいは任意の個々のユー
ザによって引用される総量を制限するために同じ技法が使用されてよい。これらの変形例
のインプリメンテーションは、前述されたＰＬＲＣのインプリメンテーションに類似して
おり、当業者は詳細な説明に基づいて変形例を実現できる。
【０１０３】
　グループ位置決めおよび自動グリッド位置決め
　別の好適実施形態に従って、トレーディングアプリケーションはトレーディングインタ
フェース内に興味のある項目を再配置し得る。１つの実施形態では、トレーディングアプ
リケーションは、例えば静的な軸つまり価格のスケールに関して表示上に場内市場または
前回売買価格（「ＬＴＰ」）を自動的にセンタリングすることによってマーケットの活動
を追跡調査する。好ましくは、トレーディングインタフェースにおける任意の他の興味の
ある項目は、表示内に情報を位置付けるための基礎としての機能を果たし得る。
【０１０４】
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　トレーディングアプリケーションは、好ましくはＭＤ＿ＴＲＡＤＥＲ（商標）式表示を
使用するＸ＿ＴＲＡＤＥＲ（登録商標）である。好適実施形態では、ＬＴＰはＬＴＰ列に
表示され、最も最近応じられた量に対応する価格セルのすぐ隣に強調されたセルで示され
る。ＬＴＰセルは、好ましくは最近の充填の量の表示も含む。場内市場は購入列と販売列
両方に及ぶ線によって示され、現在マーケット内に量がある最高の購入価格（最良購入価
格）と、現在マーケット内に量がある最低の販売価格（最良販売価格）の間に配置される
。
【０１０５】
　好ましくは、ユーザは、位置決め時に、興味のある項目がユーザの表示上の所定の位置
に移動されるように、興味のある任意の項目を位置決め機能のための基礎として指定し得
る。自動位置決めはタイマによって、または表示の回りの興味のある項目（複数の場合が
ある）の移動をモニタすることによってトリガされ得る。多くのトレーダにとって２つの
興味のある項目は、場内市場およびＬＴＰである。したがって、１つの実施形態では、ユ
ーザは自動再配置のためにこれらの項目の１つを選択し得る。強調表示されたＬＴＰセル
または場内市場線のどちらかがトレーダの表示の視認可能領域の外側にあるとき、あるい
は表示上の位置から所定距離以上離れているときには、ＬＴＰセルまたは場内市場線は表
示上の所定の場所に自動的に配置されるであろう。好適実施形態において、自動位置決め
パラメータは「Ｏｐｔｉｏｎｓ（オプション）」表示からユーザによって選択されてよい
。ユーザは、例えば、ＬＴＰがトレーダの表示画面の上部または下部からの指定されたセ
ル数であるときに、あるいは場内市場がトレーダの表示画面の上部または下部からの指定
されたセル数であるときに、指定された秒数の後に表示を再配置するかどうかを選択し得
る。
【０１０６】
　さらに、トレーディングアプリケーションは、複数のトレーディングウィンドウを同時
にユーザに提示し得る。好適実施形態に従って、自動位置決めツールは、任意の数の開放
トレーディングウィンドウに大局的に適用され得る。好ましくは、ダイアログボックスま
たはメニュー項目は、再配置するためにユーザが任意の数のトレーディングウィンドウを
グループ化またはリンクできるようにするために使用され得る。ある実施形態に従って、
リンクされたトレーディングウィンドウの少なくとも１つがマスタになり、他のリンクさ
れたトレーディングウィンドウ（複数の場合がある）は、マスタトレーディングウィドウ
が再配置されるときにはいつでも再配置される。例えば、トレーディングウィンドウの１
つは、「すべてを配置する」または任意の類似する指示をメニューまたはダイアログボッ
クスから選択することによって、マスタトレーディングウィンドウとしてユーザによって
指定され得る。これは、マスタトレーディングウィンドウが再配置されるとすべての開放
レーディングウィンドウを再配置する効果を有し得る。ユーザは、１つまたは複数のトレ
ーディングウィンドウに、「無視」または任意の類似した指示をメニューまたはダイアロ
グボックスから選択することによって、再配置コマンドを無視させることを選択し得る。
このグループ再配置機能は（中心マウスボタンをクリックすることによって、または任意
の入力装置を使用することによってなど）自動再配置ツールまたは手動再配置とともに使
用され得る。トレーディングウィンドウをグループ化する他の技法は、この詳細な説明を
検討すると当業者に明らかになるであろう。
【０１０７】
　好適実施形態では、位置決めツールは表示上に（ＬＴＰまたは場内市場などの）興味の
ある項目をセンタリングする機能を果たす。図１６Ａに図示されているように、ＬＴＰは
ＬＴＰ列１６０２に表示され、強調表示されたセル１６００によって示される（その色は
トレーダによって指定されてよい）。このセル１６００は、最近に応じられた量に対応す
る価格セル１６０４の隣に表示される。場内市場は購入列１６０８と販売列１６１０の両
方に跨る実線によって示され、現在市場に量がある最高購入価格と現在市場に量がある最
低販売価格の間にある。図１６Ｂは、トレーダがどのようにして自動グリッドセンタリン
グ機能を選択し、操作し得るかを示す表示である。スクロールする縦のスケールに適用さ
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れるものとして図１６Ａと図１６Ｂに提示されているが、好適実施形態はこのように限定
されないことが理解されなければならない。むしろ、自動位置決めは、情報が表示される
移動の方向または次元の数に関係なく適用され得ることが理解されなければならない。
【０１０８】
　マーケットで量が入力され、応じられると、ＬＴＰと場内市場は、変化して前回充填量
の価格と最近の最良の購入価格と販売価格を示す。不安定なマーケットでは、相対的に短
期間に多数の量に応じることができ、ＬＴＰと場内市場の連続変動を生じさせる。ＬＴＰ
と場内市場は、トレーダが、他のトレーダが市況商品をどの価格で最も望ましいと考える
のかを理解するために使用し得る２つのインジケータである。トレーダは、マーケットが
どこで取引されているかの視覚的な基準を常に有するために自動位置決めを使用すること
ができ、量を入力し、それらの量を望ましい価格で応じさせる尤度を高める。加えて、自
動位置決めは手動位置決めとともに使用し得る。言い換えると、自動位置決めを有効にす
ることにより、ユーザは手動で表示を再配置することを排除されないことが好ましい。
【０１０９】
　前回再配置の中間点の強調表示
　好適実施形態に従って、トレーダは前回再配置イベントの時点でマーケットに入力され
た価格及び／又は量の中間点を強調し得る。好ましくは、再配置イベントは、場内市場の
回りに表示をセンタリングし、場内市場はマーケットに量がある、売買されている市況商
品の最高の購入価格であり、最低の売買価格であり、あるいは代わりに、再配置イベント
は、所望するのであれば任意の価格及び／又は量に表示をセンタリングし得る。さらに、
再配置イベントは特定の価格にセンタリングする必要はないが、特定の価格、または興味
のある他の項目が表示上の所定の位置で、あるいはある位置範囲で配置されることを確実
にし得る。
【０１１０】
　好適実施形態においては、中間点は、表示画面の列に跨る太線で示されるか、別の実施
形態での中間点は色、矢印、テキスト等で示されてよい。好ましくは、中間点の線の正確
な位置は、前回の再センタリングイベント時に（量が使用可能である）最良の購入価格の
行および最良の売り値価格の行の間に表示される価格行の数に依存している。代わりに、
中間点の行の位置は買い注文と売り注文の一部、またはすべての量に依存するか、あるい
は買い注文と売り注文の一部またはすべての価格と量の組み合わせに依存し得る。さらに
別の実施形態においては、特定の価格レベルを表す太線がユーザにとって興味のある任意
の項目に関連して表示されてよく、それによってトレーディングインタフェースの内容を
ユーザの好ましい範囲に沿って調整する。
【０１１１】
　言うまでもなく、線以外のマーカを代わりに使用し得る。例えば、前記実施形態の多く
のように、マーカは強調表示可能であり、色またはグラフィックインジケータが所望の位
置で表示上に配置される。本実施形態に従って、トレーダは、現在のマーケットでの最良
の付け値価格と売り値価格の間の不一致の視覚的表示から利点を得ることができる。
【０１１２】
　好適実施形態に従って、（量が入力される）最良の付け値価格行と最良の売り値価格行
の間の価格行の数が偶数（またはゼロ）であるときに、中間点線は中間値の間で表示され
、これらはウィンドウに表示される最高の購入（付け値）価格と最低の販売（売り値）価
格である。例えば、図１９Ａでは、最良の付け値価格は７５であり、最良の売り値価格は
１００である。この例では、製品の表示は、５の増分のティックで取り引きされる。その
結果、最良の付け値価格と最良の売り値価格の間に表示される価格は８０、８５、９０お
よび９５である。最良の付け値と最良の売り値の間の価格の総数が偶数であるため、中間
点線１８００は８５という最高の付け値価格と９０という最低の売り値価格の間に表示さ
れる。代わりに、偶数の行、セルまたは列の中間点を決定するために他の方法も使用でき
る。
【０１１３】
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　さらに、好適実施形態に従って、（量が入力される）最良の付け値価格と最良の売り値
価格の間の価格行の数が奇数であると、中間点線は最良の付け値価格と最良の売り価格の
間に表示される価格の中間価格値を意味するセルの上部に表示される。例えば、図１９Ｂ
では、最良の付け値価格は８５であり、最良の売り値価格は１０５である。売買されてい
る製品の表示は５という増分でティックする。その結果として、最良の付け値と最良の売
り値の間に表示される価格は９０、９５および１００である。最良の付け値と最良の売り
値の間の価格の総数が奇数であるため、９５が最良の付け値価格と最良の売り値価格の間
に表示される価格の中間価格値を意味するため、中間点線１９０２は９５という価格行の
上部に表示される。中間点線１９０２は中間価格値を示すために９５という価格行の下部
または真中に表示し得ることが理解されなければならない。代わりに、奇数の行、セルま
たは列の中間点を決定するために他の方法が使用されてよい。
【０１１４】
　好適実施形態は縦の静的価格軸またはスケールを有するＭＤ＿ＴＲＡＤＥＲ（商標）式
表示を活用するが、このトレーディングツールは、付け値、言い値及び／又は運用注文等
のマーケット情報が、価格の静的スケールまたは軸に関連して表示される、任意の表示と
ともに活用され得る。スケールまたは軸が縦方向であったり、またはさらに二次元であっ
たりする必要はない。むしろ、マーケット情報は、水平に、斜めに、ｎ次元で、あるいは
他の任意の様式で表示することも可能である。
【０１１５】
　中間点線の表示は、その例が図１９Ｃに図解されるが、「前回再センタリングの中間点
を強調表示する」オプションのすぐ左側にあるボックス１９０６をクリックすることによ
って、「Ｏｐｔｉｏｎｓ（オプション）」表示を通して有効になり得る。このツールをメ
ニューから選択することなどの当業者にとって既知である他の技法が代わりに使用されて
よい。また、中間点を強調表示することは、トレーダが、価格及び／又は量、あるいは他
の興味がある任意の項目に対応する中間点を強調表示することを望む、多岐に渡るアプリ
ケーションに適用され得る。
【０１１６】
　運用量のドラッグアンドドロップ
　別の好適実施形態に従って、トレーディングアプリケーションにより、トレーダは、静
的価格スケールまたは軸に対して、ある価格レベルから別の価格レベルに運用量をドラッ
グアンドドロップすることによって、トレーダの運用注文を変更できるようになる。トレ
ーディングアプリケーションは、好ましくはＭＤ＿ＴＲＡＤＥＲ（商標）式表示を使用す
るＸ＿ＴＲＡＤＥＲ（登録商標）である。運用注文をドラッグアンドドロップするために
ＭＤ＿ＴＲＡＤＥＲ（商標）式表示を使用するときには、ある実施形態において、トレー
ダは運用量列内のアクティブなセルをクリックする。これによりドラッグアンドドロップ
機能が活性化され、トレーダはトレーダのトレーディング画面上のセルを移動させること
によってセルを操作できるようになる。このような操作は、一般的に選ばれたデータを「
ドラッグする」と呼ばれる。マウスボタンを放す前に、トレーダは運用量列の新規セルに
カーソルを移動させることによって運用注文をドラッグする。次に、トレーダは新しいセ
ルにデータをリリースする、つまり「ドロップする」。好適実施形態では、本明細書に記
述されるような運用注文をドラッグアンドドロップする能力は、それぞれの個々のトレー
ディングウィンドウのためにユーザによってオンまたはオフにされ得るオプションである
。
【０１１７】
　データがドロップされる時点で、過去の量は元の価格から削除され、新しい量が、新し
い運用量がドロップされたセルに関連付けられる価格で入力され得る。トレーダの運用量
に対応する購入列または販売列のどちらかに表示される量も、ドラッグアンドドロップ機
能が実行されると新規に選択された価格レベルに移動する。ユーザの運用注文を変更する
ために任意の手法が使用されてよい。例えば、既存の運用注文の削除と新しい運用注文の
入力を生じさせる代わりに、ユーザの運用注文を変更するために、当業者に既知であるよ
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うな単独の取り消しと交換が使用され得る。
【０１１８】
　運用量列に表示されるように、運用量をドラッグアンドドロップする能力は、このよう
な量がマーケットで入力される現在の価格に満足しないトレーダによって使用できる。ト
レーダは量を削除し再入力する必要なく、トレーダの量が入力される価格レベルを変更す
る能力を与えられ、その結果、その量を単にドラッグアンドドロップするだけで貴重な時
間を節約することになる。
【０１１９】
　好ましくは、ドラッグアンドドロップ機能により、トレーダは運用量列のあるセルから
別のセルに単一のセルの運用量全体を、その量が実際に複数の注文から構成されていると
きに移動できるようになる。例えば、トレーダの運用量が、図１７に図示されるように１
０２．５４（１７００）という価格で３０である場合、その量は実際には３つの別々の１
０ロットの注文から構成されてよく、ロットはともに売買される複数の量から構成されて
いる。トレーダがその運用量を１０２．５７という価格までドラッグアンドドロップする
と、３０という全体量（３つすべてのロット）は新規価格レベルに結合して移動するであ
ろう。量は別々に入力されたが、いったん入力されれば、それらは結束した全体として取
り扱われる。
【０１２０】
　量全体をドラッグアンドドロップする能力は、その量に関連付けられる注文の数に関係
なく、トレーダがトレーダの量の設定を絶えず変える必要がないという点でトレーダに利
点になる。また、トレーダは、注文ごとにドラッグアンドドロップ動作を反復する必要は
ない。例えば、トレーダは１０という量で売買している可能性があるため、トレーダがマ
ーケットに量を入力するたびに、トレーダは１０ロットの注文を入力している。トレーダ
が３０という量を入力したい場合には、トレーダは量設定を変更するか、適切なセルを３
回クリックするかどちらかで、このようにしてマーケットに３つの別々の１０ロットの注
文を入力することができる。トレーダがある価格レベルから別のレベルに運用量をドラッ
グアンドドロップすることを選んだ場合は、ドラッグアンドドロップが実行されるセルお
よび価格レベルに関連付けられるすべての運用量が新しい価格レベルに移動される。その
結果として、トレーダは３回の別個のドラッグアンドドロップ動作を実行する必要はなく
、貴重な時間が節約でき、彼らの意図する価格で量が入力され応じられるのを確実するの
に役立つ。
【０１２１】
　トレーダの運用量の表示は、量が入力された価格に対応するセルの中の運用量列に表示
される。トレーダの運用量の表示は、入力された量が完全に応じられるまでトレーディン
グ画面上で可視のままとなり、その時点でその特定の運用量の表示は運用量列から消去さ
れるか、あるいは注文が取り消されるか、または削除される。本発明の１つの実施形態で
は、運用量が表示されるセルはマーケットで現在運用中である量を示す値が後に続く「Ｗ
」を含む。セルは、元の運用購入量または販売量がどの程度購入され、または販売された
のかを示す値が後に続く「Ｂ」または「Ｓ」も含む。運用量列に関して説明されているが
、実施形態は列の中の運用量を表示するトレーディングインタフェースに限定されず、む
しろ本項の教示は運用量の任意の種類の表示に適用され得る。
【０１２２】
　ドラッグアンドドロップの好適実施形態では、ユーザがマウスボタン、キーパッドまた
は他の入力装置をトレーディングインタフェースの所望される位置の上で放すまで、ユー
ザの未決の運用注文に関して何も変化しない。この機能によりユーザは、初期に入力され
た注文についてトレーディング待ち行列に自分の場を維持できる。代替実施形態において
は、マウスアイコンがトレーディングインタフェースの適切な領域で停止するとすぐに、
新しい注文が入力される。
【０１２３】
　別の代替実施形態は、価格連動が有効にされると運用量のドラッグアンドドロップを可
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能にする。連結された価格範囲上に新しい注文（複数の場合がある）を割り当てるために
、任意の適切なアルゴリズムが使用され得る。この実施形態の場合、好ましくは、ユーザ
はダイアログボックスの使用などにより、所望されるアロケーションアルゴリズムを選択
し得る。例えば、すべての「ドロップされた」注文は、連結スケールで示されている価格
のような１つの価格で入力されるか、あるいは運用量は、注文がドロップされる位置に関
連付けられる連結範囲で均等に分散されるか、あるいは各運用量は、その元の位置と、注
文がドロップされる位置の間の連結価格スケール上で増分によって移動され得る。
【０１２４】
　さらに別の代替策が、ユーザに、運用注文がドロップされる位置で入力される注文の量
の自動修正を可能にする能力を与える。例えば、前記に注記したように、運用注文は、入
力装置（例えばマウスボタン）が放されるまで運用中のままでよい。この場合、運用注文
はドラッグアンドドロッププロセスの間に応じられ、あるいは部分的に応じられ得る。好
ましくは、ユーザは、例えばダイアログボックスを通してこの状況で「ドロップされた」
注文に発生することを選択し得る。例えば、運用注文がドラッグアンドドロップの間に応
じられる場合、ユーザは、新しい価格で新しい注文が入力されないことを希望する場合が
ある。また、運用量が部分的に応じられる場合には、ユーザは新しい価格で残りの量だけ
が入力されることを好む場合がある。このようにして、「ドロップされる」注文はユーザ
の好みに応じて自動的に修正され得る。
【０１２５】
　運用量の平均価格
　好適実施形態に従って、表示はマーケットで入力されるトレーダの運用購入量および販
売量の平均価格を示す。トレーダの運用量は、トレーダが現在入力したが、マーケットで
応じられていない注文すべての応じられていない量を表す。好ましくは、該表示は、売買
されている特定の市況商品の、およびそれらの量を入力した特定のトレーダの総運用購入
量の平均価格および総運用販売量の平均価格を示す。この実施形態の場合、平均運用価格
は、例えば、強調表示、色、あるいはそのようなスケールまたは軸が表示される場合に、
静的価格スケールまたは軸に関連付けられたグラフィックインジケータを使用して表示さ
れ得る。該表示は、平均価格の実際の数値を含んでも、含まなくてもよい。
【０１２６】
　代替実施形態において、マーケットに入力されるトレーダの運用購入量及び／又は販売
量の価格の分布が表示される。この代替実施形態では、平均価格も表示された価格の分布
において、あるいはその分布の回りに表示され得る。平均価格及び／又は価格の分布はテ
キストフォーマットで表示されてよく、（例えばカラーインジケータを使用して）カラー
フォーマットで表示されてよく、（例えばテキストと色を使用して）グラフィックフォー
マットで表示されてよいも理解される必要がある。
【０１２７】
　例えば、図１８は、９６という市場価格での２つの運用購入量、９５という価格での８
つの運用購入量、および９４（１８００）という価格での２つの運用購入量を有するトレ
ーダ用の画面を示す。好ましくは、それらの運用購入量の平均価格は、量の合計から運用
量の価格を除算することにより計算され、その平均は後述されるように表示される。好適
実施形態においては、（平均価格は、他の既知のタイプの統計及び／又は数値分析を使用
して計算されてよいが）運用購入量の平均価格は以下のとおりに計算される。
【０１２８】
　運用購入量の総価格／総購入量＝運用購入量の平均価格
（（２×９６）＋（８×９５）＋（２×９４））／（２＋８＋２）＝９５
（１９２＋７６０＋１８８）／１２＝９５
１１４０／１２＝９４
　好ましくは、運用販売量の平均価格を求めるために同じ計算が活用される。前記例から
の例を使用すると、図１８は、１０１という市場価格で４つの別々の運用販売量、１００
という価格で２つの運用販売量、および９９（１８０２）という価格で４つの運用販売量
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を有するトレーダのための画面も表示する。運用販売量の平均価格は本明細書に説明され
るように表示され、その価格は以下のように計算される。
【０１２９】
　運用販売量の総価格／総販売量＝運用販売量の平均価格
（（４×１０１）＋（２×１００）＋（４×９９））／（４＋２＋４）＝１００
（４０４＋２００＋３９６）／１０＝１００
３００５／１０＝１００
　好ましくは、運用量の平均価格の計算は契約単位であり、トレーダが運用量を入力する
別々の市況商品ごとに別々の平均価格が計算・表示されることを意味する。
【０１３０】
　好ましくは、トレーダの運用購入量および販売量の平均価格及び／又は価格の分布の表
示は、市況商品のマーケットに入力されるトレーダの平均価格を他のすべての現在の購入
量と販売量に比較するために使用できる。この機能は、トレーダが最も望ましい価格で売
買していることを確実にしようとすることによりトレーダに利点となる。
【０１３１】
　好適実施形態では、トレーダの運用量の平均価格の表示は表示内で２つの別々のセルと
して表示される―一方はトレーダの運用販売量の平均購入価格１８０４を表示し、他方は
トレーダの運用購入量の他の平均販売価格１８０６を表示する。好適実施形態では、平均
購入価格は運用量列の下部に表示され、平均販売価格１８０６は図１８に図示されるよう
にその列の上部に表示される。さらに、好適実施形態では、平均販売価格セルの価格は赤
色で強調表示され、平均購入価格セルの価格は青色で強調表示される。ただし、平均販売
価格および平均購入価格が画面上のどこでも表示でき、平均販売価格および平均購入価格
がテキストで、任意の色で、テキストと色の両方で、等で表示され得ることが理解される
必要がある。
【０１３２】
　空白スポットの色分け
　好適実施形態に従って、マーケットに入力される量がない価格に相当する表示の購入列
と販売列の中のセルは、このような量が入力されているそれらのセルと視覚的に区別され
る。対応する量がない購入価格レベルと販売価格レベルは「空白スポット」２０００と呼
ばれ、好適実施形態では、図２０Ａに図示されているように、マーケットがどこで取引さ
れているのかのよりよい視覚的な表現を提供する手段として、稠密なセルとは異なる陰影
で表示される。空色スポット２０００は、稠密なセルより明るい陰影または暗い陰影で、
別の色で、または入力される量があるそれらのセルからの網掛けなどの別のテクスチャで
表示され得る。好ましくは、新しい量がマーケットに入力され、既存の量が応じられてマ
ーケットから除去されるにつれ、空色スポット２０００は相応に変化する。加えて、ユー
ザが、空色スポットが表示される方法を選択できることが好ましい。
【０１３３】
　ある実施形態に従って、量を含む購入セルおよび販売セルと量を含まないセルの視覚的
な差異により、トレーダは、ある特定の価格で量がマーケットで使用可能かどうかを迅速
に認識するのがさらに容易になるという点で、利点を有し得る。したがって、購入量に関
心のあるトレーダはこのような量が使用可能な拡張された表示を有し、販売量に関心のあ
るトレーダは、他のトレーダが市況商品をどこで販売しているのかをさらに容易に計るこ
とができる。
【０１３４】
　好適実施形態では、色分けは、現在マーケットに量がない価格レベルで表示の購入列と
販売列に表示され得る。これらの価格レベルに対応する購入セルと販売セルは、このよう
な量が入力されるそれらのセルとは視覚的に異なるように表示される。色分けは、空色ス
ポットオプションのすぐ左側のボックス２００２にチェックマークを付けることで、図２
０Ｂに図示されている「Ｏｐｔｉｏｎｓ（オプション）」表示の「色分け空色スポット」
フィールドを通して有効にされ得る。
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【０１３５】
　別の好適実施形態では、色分け及び／又は陰影付けは量のないセルだけではなく、量が
閾値を下回るセルにも適用され得る。好ましくは、該閾値はユーザまたは管理者によって
設定されてよい。さらに、ユーザは１つのトレーディングウィンドウ内、または複数のト
レーディングウィンドウ全体のどちらかで異なる閾値を設定し得る。異なる閾値レベルが
活用されると、ユーザは色分けの意味を迅速に認識できるように、各閾値には別の色が割
り当てられることが好ましい。
【０１３６】
　開放位置の正味価格の表示
　好適実施形態に従って、トレーダは運用買い注文と売り注文の正味価格の表示を提供さ
れる。テキスト、色、テキストと色の組み合わせなどの視覚インジケータ、またはグラフ
ィックインジケータが、運用買い注文と売り注文の正味価格をトレーダに強調表示するた
めに使用される。グラフィックインジケータは、線または色付きピクセルも含む任意の形
を取ってよい。
【０１３７】
　ある実施形態では、位置が、購入される注文の数（長い位置）と販売される注文の数（
短い位置）の差異である、正味価格開放位置を表示することが有用であり得る。トレーダ
の位置は、購入または販売される注文数が等しくないときに開放である。これらの注文が
等しい場合、トレーダの位置は閉鎖していると見なされる。注文が取引所で売買されると
き、トレーダは、複数の量について、およびトレーダの注文を構成する量のさまざまな価
格レベルで複数の充填を受け取ることが可能である。この特徴は、充填が発生した正味価
格を決定するために、これらの複数の充填の価格レベルを取り入れる。次に、トレーダは
、ある位置からの取引が利益、損失、またはスクラッチ（利益でも損失でもない）を実現
する結果となるかどうかを図るために、この正味価格を使用できる。
【０１３８】
　トレーダの開放位置の正味価格を求めるために、この実施形態は、応じられた量の総価
格を、購入または販売のどちらかの総量（トレーダの現在位置としても知られる）で除算
する。例えば、ある市況商品の１０個（９９で４個、１００で２個、および１０１で４個
）の契約を購入したトレーダは長い１０の位置を有し、トレーダがトレーダの位置を閉じ
るためには１０個の契約を販売する必要があることを意味する。トレーダの応じられた量
の正味価格は１００となり、次にように計算されるであろう。
【０１３９】
　応じられた量の総価格／現在位置＝開放位置の正味価格
（４＠（で）９９＋２＠（で）１００＋４＠（で）１０１）／１０＝１００
（３９６＝２００＝４０４）／１０＝１００
（１０００）／１０＝１００
　前記計算に基づき、１００という値はトレーダの開放位置のトレーダの正味価格として
表示される。正味価格は、図２１に図示されるような正味価格の価格レベルセルあたりの
ボックス２１００、正味価格の表示のための別の列、正味価格の価格レベル全体のボック
ス、または正味価格のための特徴的な色を含むがこれに限定されない複数の方法の１つで
表示できる。特定のトレーダが量を購入した結果長い位置を有する場合、購入される追加
量により、トレーダの開放位置の正味価格が計算し直される。好ましくはそのトレーダが
量を販売する場合、トレーダの位置は変化するが、表示されている正味価格は一定のまま
となる。任意の追加購入量はトレーダの位置とその位置の正味価格の両方を実質的に変更
するが、すべての以後の販売量はトレーダの位置だけを調整し、位置が閉鎖されるまでの
み、そのように行うであろう。トレーダが販売量（複数の場合がある）が応じられた結果
として短い位置でトレーディングセッションを開始する場合、このような販売量が応じら
れると、トレーダの以後の販売量は位置とトレーダの開放位置の正味価格の両方を変更す
るであろう。応じられた購入量は正味価格を変更しないが、代わりに位置だけに、その位
置が閉鎖されているまでだけ影響を及ぼす。その結果、トレーダの長い位置の正味価格が
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、位置が増加するにつれて増加することのみを許容されるとき、および短い位置の正味価
格が、位置が短くなるにつれて増加することのみが許容されるときに、トレーダがどこで
（どの価格で）購入または販売する必要があるのかを計ることはさらに容易になる。
【０１４０】
　トレーダは、マーケットの不安定性に応じて価格が繰り返し変動する可能性があるとき
に、トレーダの開放位置の正味価格の視覚的な表現が、このような価格を知的に計算する
必要性を低減または排除するという点で利点を得る。連続購入量が応じられたトレーダは
長い位置を有し、その長い位置の正味価格を意味する表示を見るであろう。応じられるあ
らゆる販売量は、その正味価格に計算して入れられない。同様に、連続販売量が応じられ
るトレーダは短い位置を有し、その短い位置の正味価格を意味する表示を見るであろう。
応じられるあらゆる購入量はその正味価格に計算されて入れられない。トレーダは、トレ
ーダが（トレーダの購入量のすべてまたはトレーダの販売量のすべてのどちらかの）トレ
ーダの一次位置の正味価格の表示をつねに有するという点でこのような特徴から利点を有
し、したがってトレーダに、トレーダが収益をあげ、位置を閉鎖するために追加の量を購
入または販売する必要がある価格レベルのさらによい表示を与えるであろう。代わりに、
トレーダの開放位置の平均価格は、応じられた買い注文と売り注文の両方に基づき計算さ
れ得る。
【０１４１】
　正味価格を示すマーカは、例えばグラフィックシンボル、番号及び／又は色などを含む
、トレーダのためにインジケータとしての機能を果たすために適切である任意のものであ
ってよい。したがって、図２１は色付き、陰影付きまたは強調表示されたボックスで囲ま
れたセル２１００を示しているが、マーカは代わりにユーザインタフェースのどこかで図
形または数値的に表示され得る。マーカがセル全体を占めることは必要ない。例えば、ト
レーディングインタフェースが静的価格スケールを含み、価格スケールが連結されている
例では、特定の価格に一致するセル内の位置にマーカを配置することが望ましい場合があ
る。マーカのタイプはユーザにより選択可能であるのが好ましい。
【０１４２】
　連結制御アイコン
　好適実施形態に従って、トレーダは、取引に使用されるのと同じインタフェース上でユ
ーザに表示される制御アイコンによって、価格情報または他の有用な情報を連結してよい
。価格情報の連結は、前記に組み込まれた米国特許出願第０９／９７１，０８７号に説明
されている。本明細書に説明されている実施形態においては、制御アイコンは好ましくは
、取引に使用されるのと同じ画面上でユーザに提示され、それにより、ユーザが、制御ア
イコンが調整されるに従いマーケット情報の自分の視認を維持できるようにする。
【０１４３】
　好適実施形態においては、制御アイコンは図２２に図示される左から右または右から左
にドラッグできるスライドコントロール２２００であるが、代替実施形態においては、右
回り方向または左回り方向で回転できるダイヤル、あるいはトレーディングアプリケーシ
ョンのグラフィックユーザインタフェースを通して作動可能な任意の他の制御アイコンを
含み得る。価格情報がスライドコントロール２２００を通して連結可能な好適実施形態に
従って、スライドコントロール２２００が左端までドラッグされるとき、表示は１ティッ
ク、つまり短縮されていない進行で番号を提示する。価格情報は、各取引所が価格情報お
よびユーザの好みを提供する方法に応じて、（通貨などの）ティック以外の別の方法で表
示されてもよい。スライドコントロール２２００が右に動くにつれて、コントロールは価
格および他の関連値（例えば、付け値／言い値量、運用注文等）を連結し、それによりス
ライドコントロール２２００がさらに右に移動すると、漸次的にさらに連結するようにな
る値を表示し、ティックの倍数の価格の表示を生じさせる。好ましくは、制御アイコンの
各増分は、ダイアログボックスまたは当業者に既知である他の任意の手段などによって、
ユーザによって選択され得る。
【０１４４】
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　連結の対象となる縦方向の価格スケールに関して説明されているが、好適実施形態は価
格スケールを連結することに限定されず、縦方向の表示要素を連結することにも限定され
ない。むしろ、その向きまたは次元数に関係なく、任意の数値シーケンスが連結の対象と
なる。好適実施形態によって、ユーザインタフェースに提示されるアイコンを介したユー
ザ選択可能連結が可能になる。
【０１４５】
　制御アイコンを調整することによる価格情報の連結は、それにより多数の価格及び／又
は付け値量／言い値量などの関連値ならびに運用注文をいつでも迅速に表示できるように
するという点でトレーダに利点となる。したがって、トレーダはそれらの価格で入力され
る量の全部ではないが、大多数を見るより大きな機会を有するだけではなく、トレーダ自
身の量を入力する価格のさらに大きなスペクトルも有する。
【０１４６】
　結論
　好適実施形態、代替実施形態および特定の実施例の前記説明は、限定ではなく例示によ
って示されることが理解されるべきである。例えば、本明細書に説明される特徴は多岐に
渡る表示に組み込むことができるであろう。本実施形態の範囲内の多くの変更および変型
は、その精神から逸脱することなく加えられてよく、本発明はあらゆる形のこのような変
更および変型を含む。
【図面の簡単な説明】
【０１４７】
【図１】複数の取引所とクライアントサイトの間のネットワーク接続を図解する。
【図２】売買されている任意の市況商品の場内市場およびマーケットの深さを示す画面表
示を図解する。
【図３】好適実施形態に従って使用可能な静的価格スケールと関連して表示される買い注
文と売り注文の量を有する代替表示を図解する。
【図４】図３と比較した場合の値の移動を示す、しばらく経った後の表示を図解する。
【図５】トレーディング方法を例証するためにパラメータが設定された表示を図解する。
【図６】図３から図５の表示を使用する、表示と売買の１つのプロセスを描くフローチャ
ートである。
【図７】好適実施形態に従って前回売買量マーカを図解し、さらに該前回売買量の色分け
を図解する。
【図８】取引所とクライアントの間の複数のデータフィードの転送を示す図である。
【図９】図８に示されているデータフィードの１つにおける混乱を示す図である。
【図１０】ユーザの買い注文と売り注文に対するマーケットでの総運用量を示す表示を図
解する。
【図１１】図１１Ａ，図１１Ｂは、動的インジケータを示す表示である。
【図１２Ａ】現在の表示の外部に興味のある項目を表示するために使用可能な「矢印」セ
ルを示す表示である。
【図１２Ｂ】現在の表示の外部に興味のある項目を表示するために使用可能な「矢印」セ
ルを示す表示である。
【図１３Ａ】マーケットの買いと売りの興味の量を図解するために温度計インジケータの
例を示す表示である。
【図１３Ｂ】マーケットの買いと売りの興味の量を図解するために温度計インジケータの
例を示す表示である。
【図１４】図１４Ａ，図１４Ｂは、自動スキャルパーインジケータを描く表示である。
【図１５Ａ】ユーザが価格レベル妥当性チェック機能を、ダイアログボックスを介して選
択可能な実施形態を示す表示である。
【図１５Ｂ】ユーザが価格レベル妥当性チェック機能を、ダイアログボックスを介して選
択可能な実施形態を示す表示である。
【図１６Ａ】好適実施形態の自動グリッドセンタリング機能に使用するための前回売買価
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格および場内市場の表示を示す表示である。
【図１６Ｂ】ユーザが自動グリッド配置機能をどのように選択・操作してよいかを示す表
示である。
【図１７】ユーザの現在の運用売り量と運用買い量、および好適実施形態の「ドラッグア
ンドドロップ」機能を実現するために使用される追加基準を示す表示である。
【図１８】ユーザの平均運用買い価格と平均運用売り価格に加え、ユーザの運用量を示す
表示である。
【図１９Ａ－１９Ｂ】好適実施形態の強調表示中間点再センタリング機能を示す表示であ
る。
【図１９Ｃ】強調表示中間点再センタリング機能が、本発明の１つの実施形態に従って活
性化できる、サンプルＧＵＩオプションダイアログボックスである。
【図２０Ａ】１つの実施形態に従って空白スポットがどのようにして色分けされるのかを
示す表示である。
【図２０Ｂ】ユーザが図２０Ａの色分け機能を活性化できる、サンプルＧＵＩオプション
ダイアログボックスの表示である。
【図２１】トレーダのオープン位置の平均価格が本発明の１つの実施形態に従ってどのよ
うにして示されるのかを示す表示である。
【図２２】好適実施形態に従って連結制御アイコンの１つの実施形態を示す表示である。

【図１】 【図２】
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